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連 絡 網 に つ い て

1．山 行 時
・リーダーは､山行実施前日までに緊急連絡先の依頼者へ､メンバー表と特

記事項等（コース変更の場合など）をメール（添付）等で届出をする。

（依頼者が複数人の場合は依頼者全員に届出をする）

・リーダーはメンバーと行程情報を､登山口等で提出(可能な場合)する

・下山後は緊急連絡先依頼者の携帯宛に必ず下山した旨メール連絡をする。

・受信者は返信義務はないが､簡単な返信が望ましい。

※リーダー各位は山行時の届出､下山連絡は徹底してください。
3．緊 急 時

・山行パーティその他からの連絡により､緊急連絡先担当者に連絡が入る

と思われるので、リストに従い順送り（連絡不能の際は、順次下位に

送る）で全員に連絡する｡

・その後、役員リーダー間で速やか且つ適時に連絡を取り合い､会としての

対応を協議・実施する。

４．参加メンバー
・参加する山行の情報（行先､こぶし会山行）を家人に伝えておくこと｡

①涌井良明 ②一柳 昭 ③渋谷賢寿

⑥瀧澤きよの

4

⑤伊藤久雄

⑦峯川弘子

④渋谷京子

⑧宮崎敏男 ⑨阿部みゆき
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こ ぶ し 会 山 行 計 画 の 難 易 度 に つ い て

2013年3月以降から以下の難易度としていますが、2023年１月総会に
て改定の試案が提案さました。
会員の高齢化率の増加など現況を踏まえて改訂も必要と判断してし

ていますので、タイミングを図って改訂する予定です。会員の皆様から
もご意見等ありましたらお寄せ下さい。 （ 2023/3/10）
◆ 要素１

基本レベル 歩行／日 最大標高差（目安）

☆ 概ね ２～３時間 ０～２００ｍ

☆☆ 概ね ３～５時間 ２００～５００ｍ

☆☆☆ 概ね ５～６時間 ５００～８００ｍ

☆☆☆☆ 概ね ６～８時間 ８００～１０００ｍ

☆☆☆☆☆ 概ね ８時間以上 １０００ｍ以上

◆ 要素２

技術度 (導 標 ・ 道 型 ・ 岩 ・ 藪 ・ 痩 せ 尾 根 ・ 高 度 感 ・ etc)

★ 街 路 ･未 舗 装 ･林 道 程 度 （ 七 福 神 ､芋 煮 会 ）

★★ 比較的整備されている一般登山道

★★★
短い岩場や鎖場、未整備道の通過やテント泊を含む
危険箇所の通過を殆どを含まない一般的な雪山のなど

★★★★
行程中岩場や鎖場､痩せ尾根など危険個所の通過が複数個所含
まれる場合（南北中アルプス縦走､赤岳､阿弥陀岳､戸隠山）

★★★★★
上記D難度の行程が50％以上含まれるような計画又は多雪
山域の積雪期山行（槍ケ岳-ｷﾚｯﾄ-穂高／厳冬期南八ヶ岳等）

◆ 要素３

危険度 （転･滑落､落石・落雷・雪渓・徒渉・崩壊地・悪天候・積雪時）

Ａ 行程中に危険な個所や状況がほとんどない場合

Ｂ 一部に転落､滑落､道迷いの危険、荒天時ではやや危険度が増す行程

Ｃ 複数個所で､転落､落石､落雷､の危険または谷筋､崩壊地の通過などを含む

Ｄ 上記が50％程度かそれ以上含まれる行程
積雪期には★★～★★★★レベルも含まれる可能性有り
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４～ ６ 月 予 定 カ レ ン ダ ー
2023年４月－６月山行計画（12月12日現在） ※月曜日から始まっています

（※会報未記載で追加になった計画は、別途にご案内します）
2023/04

月 火 水 木 金 土 日
27 28 29 30 31 1 2

陣馬山 一の尾根
22B 4h30　阿部(み)

3 4 5 6 7 8 9
玉川上水緑道と昭和記念公園

21A 2h30 渋谷(京)
10 11 12 13 14 15 16

満観峰　42B
6h20　峯川

17 18 19 20 21 22 23
雨山･檜岳・伊勢沢ﾉ頭 22前泊-23 瑞牆山 33C

42B 6h30 瀧澤 5h  宮崎
24 25 26 27 28 29 30

2023/05
月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6 7
川苔山 53B 芦ヶ久保果樹園～日向山

7h20 瀧澤 22A　2h30 渋谷(京)
8 9 10 11 12 13 14

金時山～明神ケ岳
42B 7h 峯川

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28
権現山～雨降山 32B

5h30　峯川
29 30 31 1 2 3 4

浅川峠～権現山～雨降山

峯川
2023/06

月 火 水 木 金
29 30 31 1 2 3 4

権現山～三ツ森北峰～杉平

32B 6h 峯川 　
5 6 7 8 9 10 11

一本松山～名倉金剛山～秋川橋

22A 3h45 渋谷(京)
12 13 14 15 16 17 18

大源太山 34C 平標・仙ノ倉山 43B
5h　宮崎 7h　宮崎

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 1 2

19-21 神津島 天上山　32B
1h30/5h/3h　阿部(み)　※申込〆切　3/17

12-13 丹沢主脈 43B

24-25　北岳・小太郎山　43C
3h／4h30／5h　瀧澤

　5ｈ15/6h55/ 42B 宮崎
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Ｎｏ.
３ ６ ０ 度 の 眺 望 が 楽 し め ま す ！ ☆ ☆ ★ ★ B
陣 馬 山 一 ノ 尾 根 ト レ イ ル

期 日 ２０２３年４月２日（日）
集 合 JR中央本線 藤野駅 ８時００分
出 発 ８時０８分発 神 奈 川 中 央 交 通バス(野08)和田行
行 程 ４時間３０分
標高差 ↑８６７㍍ ↓８６７㍍
地 図 地図 高尾・陣馬（山と高原地図）
交通費 中央本線 １，０１２円（立川起算） １７８円
乗車券 中央本線 藤野駅 ７時５２分着
C Ｌ 阿部 みゆき

✉
コース 藤 野 駅 (8:08･ )陣 馬 登 山 口 BS(8:13･1h05)一 ノ 尾 根 テ ラ ス

(60)陣馬 山(40)明 王 峠 (40)太 平 小 屋 (50)与 瀬 神 社 (15)相 模 湖 駅
締 切 ４月１４日（金）
定 員 なし
備 考 ・往路；立川(7:13)～高尾(7:39)～藤野(7:52）

・距離は長いが全体的になだらかで歩きやすい道のり
・コナラやヤマザクラ、カエデ類など自然林の多い一ノ尾根です。
・関東百名山、八王子八十八景のひとつです。

山 行 計 画

イメージ
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Ｎｏ.
川 沿 い か ら 広 大 な チ ュ ー リ ッ プ 畑 へ ☆ ☆ ★ A
玉 川 上 水 緑 道 と 昭 和 記 念 公 園

期 日 ２０２３年４月９日(日)
集 合 西 武 拝 島 線 東 大 和 市 駅 １ ０ 時
出 発 集 合 次 第
行 程 ２時間３０分
標高差 １０～１５㍍
地 図 当日配布
交通費 ３７８円(立川起算)
乗車券 西 武 拝 島 線 東 大 和 駅
C Ｌ 渋谷 京子

✉
コース 東 大 和 市 駅 ( 1 5 )上 水 小 橋 ( 1 0 )玉 川 上 水 駅 ( 2 5 )宮 の 橋 ( 2 0 )

阿 豆 佐 味 天 神 社 ( 2 0 ) 昭 和 記 念 公 園 砂 川 口 ( 1 0 ) こ も れ び の
里 (10)日 本 庭 園 (1 0 )み ん な の 原 っ ぱ (30)立 川 駅

締 切 ４月7日（金）
定 員 なし
備 考 ・なるべく多くの方にご参加頂きたいのでウオーキングコースです。

・玉川上水歩きは上水小橋から宮の橋までの区間になります。
・この時季はサクラとチューリップが同時に咲き圧巻です。
・みんなの原っぱ当たりでコーヒーブレイクでまったりしましょう。

イメージ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ★ ★ B
春の駿河湾と富士山を眺めながら焼津のアルプスを歩こう
満 観 峰

期 日 ２０２３年４月１５日（土）
集 合 JR東 海 道 本 線 用宗(もちむね)駅 ９時５分
出 発 集 合 次 第
行 程 ６時間２０分
標高差 ↑↓約８５０㍍（累積）
地 図 富士山 (山と高原地図)
交通費 JR 往復8,466円(東京駅起算・ジパング適用時)
乗車券 東海道本線 用宗駅
C Ｌ 峯 川 弘 子 ☎

✉
コース 用宗駅(30)登山口(1h10)花沢山(25)日本坂峠(1h10)満観峰 (35)丸子富士

(1h15)朝鮮岩(35)小野寺(40)安倍川駅 JR東海道線で静岡駅・三島駅へ
締 切 4月１４日（金）午前中
定 員 なし
備 考 ・往路：東京駅発7:27 JR新幹線こだま705号（品川駅7:34／新横浜駅7

:45～ 静岡駅8:47着・乗換 8:56発 JR東海道本線～用宗駅9:02着
・山頂には展望広場があり「満観峰」の名にふさわしく富士山や南ア

ルプス、伊豆半島や駿河湾を一望できる大パノラマが広がります。
花沢山から日本坂峠間は有名な日本坂トンネルの上を歩きます。

イメージ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ B
西 丹 沢 三 兄 弟 に 会 い に
雨 山 ・ 檜 岳 ・ 伊 勢 沢 の 頭

期 日 ２０２３年４月２２日(土)
集 合 小 田 急 線 新 松 田 駅 ７ 時 ４ ５ 分
出 発 集 合 次 第 （ 往 復 ）
行 程 ６時間３０分
標高差 ↑↓９６０㍍
地 図 丹沢
交通費 1,278円（登戸起算） 別途 代
乗車券 小田急線 新松田駅 （JR御殿場線 松田駅）
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 新 松 田 駅 ( )寄 大 橋 (3)水 源 の 森 沢 出 会 (10)宇 津 茂 林 道 終

点 ･登山口 (45)釜 揚 ノ 平 (45)雨 山 峠 (40)雨 山 (35)檜 岳 (35)伊 勢
沢 ﾉ頭(50)秦 野 峠(20)林道 秦 野 峠 (1h30)寄 大 橋 ( )新 松 田 駅

締 切 ４月１５日（土）
定 員 ８名
備 考 ・ 山 ヒ ル 何 と か 回 避 か と 思 い ま す 。

・ 塩 水 持 参 が 安 全 か と 思 い ま す 。
・ 桜 見 し な が ら 歩 き ま し ょ う 。

イメージ
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Ｎｏ.
残 雪 の 岩 の 殿 堂 へ
瑞 牆 山 ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ C

期 日 ２０２３年４月２２日（土)前泊 ～２３日（日）
集 合 ４／２２先瑞牆山荘 １６時１５分（前泊）
出 発 前泊日 ４／２２ 各自で
行 程 5時間（休憩含まず）5.2km
標高差 ↑965㍍ ↓965㍍
地 図 金峰山・瑞牆山（山と高原地図）
費用概算 交通・宿泊代 計17,588円（ＪＲ特急利用の場合+約3,000円）
宿泊費 10,000円（夕・朝食付)
宿泊先 瑞牆山荘 ☎０５５１-４５‐０６００

夕食：17時30分 朝食6時
乗車券 往路 下記参照
C Ｌ 宮崎 敏男

✉
コース 4/23 瑞牆山荘(7:00発･50)富士見平小屋(2h)瑞牆山頂・昼食休憩(1h30)

富士見平小屋(40)瑞牆山荘 14時頃予定
締 切 ３月23日（木）山荘申し込みの為お早めに！
備 考 ・往路 瑞牆山荘への一例 高 尾 発 (普 ) 1 1時 1分 ～ 韮 崎 着 13時 2

1分 着 (1 , 6 94円 ) 韮 崎 駅 発 13分 30分 発 瑞 牆 山 荘 行
山 荘 着 14時 49分 (2 , 10 0円 片 道 )

次 便 14時 50発 山 荘 着 16時 00着 (最 終 便 )
・帰路 以下は各人の自由です

case1 瑞牆山荘カフェテラスで下山打ち上げ（飲料他自費）
case2 増冨ラジウム温泉で入浴。バスで途中下車・入浴後、次のバス

で帰宅。増冨の湯：830円 秋田県の玉川温泉と並んでラジウ
ム温泉で有名な湯。

case3 バスで直帰帰宅
・帰路 瑞 牆 山 荘 発 ( 14:20)韮 崎 着 (15:40） ／ 15:20～ 16:40

／ 16:30～ 17:50
・2000㍍以上では残雪も予想されます。軽アイゼン又はチェーン・ス

パイクの準備を。
・韮崎発8時50分～山荘着10時9分で健脚なら日帰り可能ですが、その場

合もバスの都合で入浴の余裕はないため、前泊としました。
・集合・解散は瑞牆山荘です。
・韮崎発電車(普通) 16：04(高尾着18：38)／17：10(19：10)／

17：50（19：38)／18：04(20：08)
特急(あずさ)韮崎発 15:53(八王子18:11)／18:25(19:36)
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ B
百 尋 ﾉ滝 ・ シ ロ ヤ シ オ を 愛 で
川 苔 谷 ～ 蕎 麦 粒 山 ～ 鳥 屋 戸 尾 根

期 日 ２０２３年５月３日（祝・水）

集 合 奥 多 摩 駅 ＢＳ（1番線） ８時３０分
出 発 ８時３５分発 東日原行
行 程 ７時間２０分
標高差 ↑1 , 2 3 3㍍ ↓1 , 2 4 2 ㍍
地 図 奥多摩 御岳山・大岳山（山と高原地図）
交通費 1,298円 520円
乗車券 JR青梅線 奥多摩駅（８時２２分到着）
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 奥 多 摩 駅 ( 8:35∼ 8 :59)川 乗 橋 BS(45)細 倉 橋 (45)百 尋 ノ 滝

(1h45)川苔 山 (40)踊 平 (30)日 向沢 ノ峰 (5)オハヤシノ頭 (1h2 0 )
蕎 麦 粒 山 (1h)笙 ノ 岩 山 (1h45)川 乗 橋 (24)奥 多 摩 駅

締 切 ５月１日(月)
定 員 なし
備 考 ・踊平手前シロヤシオの群生／日向沢ノ峰、展望絶景

・夏山に向けて歩きましょう。
・往路；ホリデー快速 6時45分(新宿)７時15分(立川)奥多摩着8時22分
・復路 ；14：52／16：33／17：42／18：59 奥多摩駅迄24分

イメージ
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Ｎｏ.
の ど か な 横 瀬 の 山 里 散 歩 ☆ ☆ ★ A
芦 ヶ 久 保 果 樹 公 園 か ら 日 向 山

期 日 ２０２３年５月７日（日）
集 合 西武秩父線 芦 ヶ 久 保 駅 ９時４０分 （下記備考欄参照）
出 発 集 合 次 第
行 程 ２時間３０分
標高差 約３２０㍍
地 図 奥 武 蔵 ・ 秩 父 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 １，４２４円(池 袋 起 算 )
乗車券 西武秩父線 芦 ヶ 久 保 駅
C Ｌ 渋谷 京子

✉
コース 芦 ヶ 久 保 駅 (5)あ し が く ぼ 果 樹 公 園 村 入 口 (15)あ し が く ぼ フ ル

ー ツ ガ ー デ ン (10)農 村 公 園 (35)木 の 子 茶 屋 ～ あ し が く ぼ 山 の
花 道 (25)日向 山 (40)農 村公 園 (20)芦 ヶ 久 保 駅

締 切 ５月５日（金）
定 員 なし
備 考 ・往路：池 袋 駅 (8 : 0 0発 )西 武 池 袋 線 急 行 飯 能 行 ～ 飯 能 駅 (8 :

4 8着 8 : 5 3発 ･西 武 秩 父 線 長 瀞 行 き ) 吾 野 ( 乗 換 不 要 )
～ 芦 ヶ 久 保 駅(9:30着)

・道 沿 い で は 季 節 の 山 野 草 が 沢 山 見 ら れ 、 二 リ ン ソ ウ 、 深 山 エ
ンレイソウヤマザクラ等、春の色がいっぱいです。

・日向山へ続く山の花道では100 本の桜が咲き乱れ武甲山も望めます。
・帰りに「道の駅」に寄り道してもいいですね！

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
明 る い 表 尾 根 か ら め ざ す 丹 沢 最 高 峰 と 主 脈 縦 走
塔ノ岳～丹沢山～蛭ケ岳 ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ B

期 日 ２０２３年５月１２日（金）～１３日（土）
集 合 小田急線 渋沢駅 北口バス乗り場 ７時４５分
出 発 ７時５０分発(神奈中バス) 大 倉 行 乗 車
行 程 １日目 5h15(約10.9㎞） ２日目 6h55(約12.6㎞) 計 12h10(約13.5㎞)
標高差 １日目↑1,651㍍ ↓838㍍ ２日目↑781㍍ ↓1,591㍍
地 図 丹沢 （山と高原地図）
交通費 概算２,１４１円 ( 980円/ 1,161円･立川起算)
宿泊費 ９,０００円（2食付）又は素泊まり自炊
宿泊先 みやま山荘（事務所 0463-81-8662／現地 090-2624-7229 衛星電話)
乗車券 小田急線 渋沢駅
C Ｌ 宮崎 敏男

✉

コース １日目 大倉(8:30)観音茶屋(09:05･休5ｍ)雑事場ノ平(9:30)駒止
茶屋(10:15･休8ｍ)小草平(10:58)茅場平(11:28･休5ｍ)花
立山荘(12:03)金冷シ(12:33･休5ｍ)塔ノ岳(13:08･休15ｍ)
丹沢山(14:53)みやま山荘 泊 （夕食18：00 朝食6：00）
２日目 みやま山荘(7:00)棚沢ノ頭(8:00･休10ｍ)蛭ヶ岳(09:10･休
30m)地蔵平(10:30)姫次(11:10)八丁坂ノ頭(11:30･休10m）
黍殻山避難小屋(11:55･休20ｍ)大平分岐(12:20)平丸分岐
(12:45)焼山(13:25･休10ｍ)焼山登山口(15:15着)～ 16
：36発三ケ木16：54･乗換17：25発･橋本着18：09予定

締 切 ・４月１４日（金）小 屋 泊 確 保 の た め １ 次 締 め 切 り 。
小 さ な 小 屋 の 為 早 め に 確 保 必 要 。

備 考 ・みやま山荘は改築済みきれいな小屋で、丹沢で一番夕食が旨いと評判！
（銘々が鉄鍋で焼肉ジュ―・ジュ―焼きながらの夕食とか…）
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ B
富士山と箱根の絶景を満喫するおだやかな縦走路
金 時 山 ～ 明 神 ケ 岳

期 日 ２０２３年５月１３日（土）
集 合 ① 箱 根 湯 本 駅 o r ② 御 殿 場 駅
出 発 ① 小田急 特急箱根51号 2,461円 1,030円 乙女峠着 ９時25分

② 小田急 特急ふじさん1号(J R御殿場行) 2,920円 610円
乙 女 峠 着 ８ 時 35分

行 程 約７時間
標高差 ↑↓約８００㍍（累積）
地 図 箱 根 ・ 金 時 山 ・ 駒 ヶ 岳 （ 山 と 高 原 地 図 ）
交通費 小 田 急 線 1,261円 (片 道 ･新 宿 駅 起 算 )
乗車券 ①または②で参加者と相談の上決定
C Ｌ 峯 川 弘 子 ☎

✉
コース 乙女峠BS(45)乙女 峠(30)長尾山(50)金時山 (55)矢倉沢峠(2h15)

明 神 ヶ 岳 (35)鞍 部 (1h5)宮 城 野 営 業 所 前 BS～ 箱 根 湯 本 駅
締 切 前日 ５月１２日(金)
定 員 なし
備 考 ・ロ ン グ コ ー ス で す が 、 カ ヤ ト 、 笹 の 緩 や か な ア ッ プ ダ ウ ン の

稜線を歩くのでハードなコースではありません。
・金 時 山 、 明 神 ヶ 岳 の 山 頂 直 下 は そ れ な り です。
・雪解け道の日陰部分はぬかるみがあるのでスパッツがおすすめ？
・金時山からの見事な富士山と箱根外輪山の風景を満喫しましょう！
・復路；宮城野営業所前BS～箱根湯本駅

16:00～16:16／16:15～16:31／16:25～16:41／16:35～16:51
／16:45～17:01／1６:55～17:20

17時台まで6本／h、18時～1時間に4本／h

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
東京の宝島、海抜０㍍から天空の楽園へ ☆☆☆★★B
神 津 島 ・ 天 上 山 （※ 申し込み締切が3/17なのでお早めに！）

期 日 ２０２３年５月１９日（金）～５月２１日（日）
集 合 5/19(金) ゆりかもめ竹芝駅 ７時４０分（竹芝客船ターミナル側改札口）
出 発 東海汽船・高速JET 竹芝発 ８時５０分⇒神津島着 １２時３０分
行 程 １日目 １時間３０分／２日目 ５時間／３日目 ３時間
標高差 ↑５２３ｍ ↓５２３ｍ
地 図 伊豆七島・神津島（各自で事前に調べておいてください）
交通費 高 速 船 18,390円 (ネ ッ ト 割 行 き 8,920円 帰 り 9,470円 ）

正 規 運 賃 － 3,890円 村 内 400円 （ 現 金 払 い )
宿泊費 １泊２食・２泊 20,000円(税込）、おにぎり弁当は600円程度
宿泊先 漁師の宿 丈栄丸 ☎0499-28-0622
乗車券 ゆりかもめ竹芝駅 7時38分着／東海汽船・高速船 神津島
C Ｌ 阿部 みゆき

✉
コース １日目 神津島港・昼食後13時30分出発(1h)西海岸ハイキングコース･え

んま洞～うずまき岩を経て温泉保養センター(14:30∼16:00温泉・
休憩）最終バス（16:20発～16:30）神津島港着
風がなければ港から徒歩５分の夕日絶景スポットに立ち寄ります
(15) 宿 ＊夜：星空観察① 泊

２日目 宿(8時 )黒鳥登山口(50)黒鳥山頂10合目(5)オロシャの石塁(5)
黒鳥10合目(20)千代池(30)裏砂漠(10)裏砂漠展望地(20)新東京百
景展望地(10)不動池展望地(25)天上山最高地点(15)表砂漠(35)黒
島山頂10合目(45)黒島登山口(20)宿
※星空観察② 泊

３日目 宿(8時30分発)予定は森田遊歩道ですが、詳細未定のため後日改
めてお知らせします。
神津島港発 13時40分⇒竹芝到着 17時35分

締 切 ３月１７日（金）※東海汽船予約の関係から人数把握が必要なため
定 員 ８名
備 考 ・高速船はまとめてネット予約します（２か月前より予約） キャンセル

料は予約時点で発生します（詳細は東海汽船HPを参照ください)
・宿泊手配後のキャンセルは連泊分の取消手数料が宿泊予定日の20日前

から発生します。（詳細は神津島観光協会HPをご参照ください）
・コースはモデルで当日の天候により変更の場合もあります。
・温泉保養センター入場料８００円。源泉かけ流しの湯、泉質：ナトリ
ウム、塩化物強塩温泉 。露天風呂は混浴で水着着用、内湯は男女別に
なります。お風呂セットご用意ください。
・２日目の昼食は宿近くのお店で岩海苔のおにぎりが買えます。ま
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とめて予約します。
・３日目のコースタイムは後日詳細連絡します。
・登山口付近に自販機はありません。宿でお湯はもらえますがお水は多め

にご用意ください。
・帽子はひも付きであごで締まるタイプのものがいいです。
・砂漠を歩く時、靴の中に砂が入らないようにミドルカット程の高さがあ
ると望ましいです。

・天上山は晴天でも何処かで雨が降り強風無風、暑さ寒さの繰り返し、ま
た強風のなか手も冷たくなるのでレインウエア上下、防寒着の他、手袋
を持参ください。

・蛇はいませんが５～６月には毛虫が発生しますのでアレルギーある方は
常備薬をご持参ください。

・高速船は殆ど揺れませんが心配なら酔い止めの薬を持参ください。
・花の百名山、海の透明度は日本有数、加えて西表石垣国立公園に次ぐ
日本で２番目の星空保護区です。
東京の星降る島と称され神津島の夜は島中の至る所が天然のプラネタリ
ウムとなります。

・宿から徒歩圏内に星空観察スポットがあります。防寒着、ヘッドランプ、
レジャーシートをご持参ください。

・ゴミは持ち帰り、トイレは黒島登山口と不動池にあります。山中では携
帯トイレをご利用ください。

・持ち物 携帯電話、予備バッテリー、地図、コンパス、保険証、常備薬、
消毒薬、替えのマスク、ごみ袋、レインウエア上下、あごで締まるひも
付きの帽子、防寒着、ミドルカットの登山靴、手袋、レジャーシート、
ヘッドランプ、水筒、、サブザック、、ストック、風呂セット、サング
ラス（砂漠で強風時に重宝）

・費用合計概算 41,000～2,000円(宿泊費は参加人数割、その他雑
費は各人負担となります)

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ★ ★ B
２ 週 続 け て 北 都 留 三 山 盟 主 へ
権 現 山 ～ 雨 降 山

期 日 ２０２３年５月２７日（土）
集 合 JR中央線 猿橋駅 ８時２０分
出 発 富士急山梨バス 浅川行 ８時２３分発 （浅川BS下車）
行 程 ５時間２０分
標高差 ↑↓約８００㍍(累積)
地 図 高尾・陣馬 (山と高原地図)
交通費 中 央 本 線 約 1,342円 (新 宿 駅 起 算 ･片 道 )
乗車券 往路；猿橋駅 復路；上野原駅
C Ｌ 峯 川 弘 子 ☎

✉
コース 浅川BS(25)浅川峠(1h35)権現山(20)大窪沢ノ頭(25)雨降山(35)寺

ノ入山(20)ニックラ山(10)二本杉山(1h30)用竹BS～上野原駅
締 切 前日5月26日(金)午前中
定 員 なし
備 考 ・往路 ；猿橋駅→浅川360円 復路；用竹→上野原駅460円

・百蔵山、扇山の奥に鎮座する北都留三山の盟主が権現山(1311m)
突出したピークをもたず東西に長大な稜線があり、いろいろなコースか
ら縦走ができるおもしろい山です。

・１週目は最短ルートの浅川峠から登り、メジャーコースで下山するゆる
やかな縦走路です。

・復路 ；用竹BS～上野原駅 15:59～16:22／16:47～17:10(最終)

イメージ
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ★ ★ B
２ 週 続 け て 北 都 留 三 山 の 地 味 な 盟 主 へ
権 現 山 ～ 三 ツ 森 北 峰 ～ 杉 平

期 日 ２０２３年６月３日（土）
集 合 JR中央線 猿橋駅 ８時２０分
出 発 富士急山梨バス 浅川行 ８時２３分発 （浅川BS下車）
行 程 ６ 時 間
標高差 ↑↓約９５０㍍（累積）
地 図 高 尾 ・ 陣 馬 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 中 央 本 線 約 1,342円 (新 宿 駅 起 算 ･片 道 )
乗車券 往路；猿橋駅 復路；大月駅
C Ｌ 峯 川 弘 子 ☎

✉
コース 浅 川 バ ス 停 (25 )浅 川 峠 (1h 3 5 )権 現 山 (40 )オ ク ノ 沢 ノ 頭 (25 )

麻 生 山 (5)麻 生 山 北 峰 (6)尾 名 手 峠 (25)三 ツ 森 北 峰 (40)カ ワ
ツ バ タ 窪 ノ 頭 (1h40)杉 平 入 口 BS～ 大 月

締 切 前日６月２日(金) 午前中
定 員 なし
備 考 ・ ；往路 富士急山梨バス 浅川行き8時23分発 浅川BS下車（360円）

復路 杉平入口→猿橋駅（450円）
・百蔵山、扇山の奥に鎮座する北都留三山の盟主が権現山(1311m)

突 出 し た ピ ー ク を も た ず 東 西 に 長 大 な 稜 線 が あ り 、 い ろ い ろ
なコースから縦走ができるおもしろい山です。

・２回目は最短ルートの浅川峠から登り、マイナーなコースで下山します。
岩 尾 根 、 痩 せ 尾 根 、 ア ッ プ ダ ウ ン 、 変 化 に 富 ん だ コ ー ス を
楽し めるよ うで す。

・夏山へ向けてのトレーニングで歩きましょう！！
・復路 ；杉平入口BS～猿橋駅～大月駅 15 : 0 8～ 15 : 2 9～ 15 : 4 1

／ 16 :12～ 16 :37～ 16 :45／ 17 :32～ 17 :53／ 18 :05

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
緑のラブレターと山の目でお馴染み！ ☆ ☆ ★ ★ Ａ
一 本 松 山 ～ 名 倉 金 剛 山 ～ 秋 川 橋

期 日 ２０２３年６月１１日（日）
集 合 中央線 藤野駅 ９時１０分
出 発 集 合 次 第
行 程 ３時間４５分
標高差 約 ２４０㍍（＋アップダウン)
地 図 高 尾 ・ 陣 場 (山 と 高 原 地 図 )
交通費 ４８４円(高尾起算)
乗車券 中 央 線 藤 野 駅 (８ 時 ５ ８ 分 着 )
C Ｌ 渋谷 京子

✉
コース 藤野駅(20)分岐(20)一本松山(20)葛原(20)名倉金剛山(25)天神 峠

(20)高倉山(20)天神峠(20)桂林寺∼芸術の道(40)秋川橋(25)藤野駅
締 切 ６月９日（金）
定 員 なし
備 考 ・藤野・名倉地区は全体が藤野園芸ランドになっていて芸術の道には野外

彫刻が点在しています。
・クヌギ・コナラ等は日本の「森林浴の森100 選」及び「神奈川の美林50

選」に選ばれている景観も美しい林です。

イ
メ
ー
ジ
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Ｎｏ.
上 越 の マ ッ タ ー ホ ル ン の 異 名 を 持 つ 鋭 鋒
大 源 太 山 ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ ★ C

期 日 ２０２３年６月１６日(金) ※雨天の場合晴天日に変更もあります
集 合 越後湯沢駅 改札 ８時１５分
出 発 ８時２０分（ ）
行 程 ５時間（休憩・昼食時間 計６時間３０分）
標高差 ８６１㍍
地 図 谷川岳（山と高原地図）
交通費 JR 東京～越後湯沢(往復)12,520円 ＠2,500円位(往復5000円/台･4人）
乗車券 JR上越新幹線 越後湯沢駅（８時１３分着）
C Ｌ 宮崎 敏男

✉
コース 越 後 湯 沢 駅 (8 : 2 0 ･ )林 道 終 点 (8 : 5 0 )丸 木 橋 (9 : 1 0 )大 源 太 山

(12 :20∼ 50)林 道 終 点 (15 :30) 越 後 湯 沢 駅 (16 :00)
締 切 5月３１日(水）
定 員 ４～８名
備 考 ・往路；８時１３分着 とき３０３号・東京7時04分 大宮7時29分発

・雨及び渡渉点増水情報の場合は中止もあります。
・鎖場・ロープ箇所多い、山頂手前はやや急峻。
・下 山 後 希 望 者 は 越 後 湯 沢 駅 か ら 歩 ３ 分 の 江 神 （ 温 泉 ） 共 同 浴

場（400円）へどうぞ
・翌１７日(土)の平標山にも参加の方は、前泊の民宿 中沢へ。

イメージ
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Ｎｏ.
草 原 に 咲 く 高 山 植 物 と 展 望 の 山
平 標 山 ・ 仙 ノ 倉 山 ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ B

期 日 ２０２３年６月１７日(土）16日前泊日程
※雨天の場合晴天日に順延もあります

集 合 民宿 中沢（越後湯沢駅徒歩3分）１８時までに集合
出 発 越後湯沢5時35分発（湯沢駅～浅貝～西武クリスタル[南越後観光バス]）

平票山登山口行６時９分着
行 程 約７h (休憩･昼食２h）
標高差 ↑↓約１,４００㍍（距離14.1km)
地 図 谷 川 岳 （ 山 と 高 原 地 図 ）
交通費 13,200円（JR東京～越後湯沢 新幹線片道6,260円（割引前）） 600円
宿泊費 ５,０００円（前泊・素泊り）
宿泊先 民宿 中沢
乗車券 JR 越 後 湯 沢 駅
C Ｌ 宮崎 敏男

✉
コース 越後湯沢駅(5:35 )平標登山口(6:09･1h50)松手山(1h10)平標(50)仙ノ倉

山(50)平標(40)平標山の家(45)平元新道水場(60)平標登山口
締 切 5月31日（水）
定 員 なし
備 考 ・帰路；平票山登山口( 16:55発)越後湯沢駅(17時33分着)

・希望者は越後湯沢駅から歩３分の江神(温泉)共同浴場(400円)へどうぞ
・前泊は素泊です。別途参加者で決め夕食を摂取（外食・持参ほか）

を決めます。
・朝食は各自調達してください。民宿は温泉掛け流しです・
・帰路；越 後 湯 沢 発 (18 :10 -19 :36(東 京 着 )／ 18:29 -19 :52／

19 : 0 2 - 20 : 1 2／ 1 9 : 1 3 - 2 0 : 4 0／ 1 9 : 3 8 - 2 0 : 5 6
・当日の状況によってコースの短縮や変更もあります。
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Ｎｏ. ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ ★ B
今 年 こ そ キ タ ダ ケ ソ ウ に 会 え る か
小 太 郎 山 ・ 北 岳

期 日 ２０２３年６月２３日(金)～２５日(日)
集 合 甲 府 駅 ９ 時 ２ ５ 分
出 発 甲 府 駅 前 BS １０時５分発 山梨交通バス 広河原行
行 程 １日目 ２時間３５分／２日目 ５時間５０分／３日目 ４時間４５分
標高差 約１,６６０㍍（広 河 原 ～ 北 岳 ）
地 図 北 岳 ・ 甲 斐 駒 （ 山 と 高 原 地 図 ）
交通費 JR 3,036円 4,200円
宿泊費 白根御池小屋 10,500円 北岳肩の小屋10,000円
宿泊先 １日目 白 根 御 池 小 屋 090-3201 -7683

２日目 北 岳 肩 の 小 屋 090 - 4 6 06 - 0 06 8
乗車券 JR中央線 甲府駅
C Ｌ 瀧澤 きよの ☎

✉
コース 1日目 甲府駅( )広河原BS(25)分岐(2h10)白根御池小屋 泊

2日目 白 根 御 池 小 屋 (30)草 滑 り (1h20)小 太 郎 山 (1h30)北 岳 肩
の小屋 泊

3日目 北岳肩の小屋(40)北岳(40)吊尾根分岐(15・キタダケソウ
写真撮影40)～ (1h20)北岳(50)北岳肩の小屋(20)小太郎尾
根(1h30)白根御池小屋(1h30)広河原(20)甲府駅

締 切 ６月２１日(水)
定 員 ８ 名 程 度 ま で
備 考 ・残 雪 の 確 認 等 追 っ て 連 絡 し ま す 。

・ 時 刻 表 が 未 発 表 で す 。（ 5月 中 旬 ネ ッ ト 確 認 予 定）
・キ タ ダ ケ ソ ウ が 見 ら れ る 事 を 期 待 し ま す。
・防 寒 の 用 意 お 願 い し ま す。
・往路；高尾駅 ７時４１分発 小淵沢行 甲府駅９時２１分着

甲府駅前１０時５分発 山梨交通バス 広河原行
・復路 ；(2022年時）広河原～芦屋～甲府 12：00～13:00～13:50

14：00～15:00～15:55／16：40～17:40～18:30
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※秋の山の事前申し込み計画です。参加希望の方は担当Lに連絡を！

妙高山（2446m）火打山（2462m） ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ B
期 日 ２０２３年１０月１日(日)～３日(火)
集 合 上越新幹線 長野かがやき501号（届け出た各自座席）
行 程 １日目 3h15m／２日目 4h15m／３日目 6h20（休憩含まず）

距 離 19.6km 歩 行 計 13h50m
標高差 ↑ 2,008㍍ ↓ 2,214㍍ （ 累 計 ）
地 図 妙高・戸隠・雨飾 （山と高原地図）
交通費 合計１８,６６０円 新幹線片道7,810円片道・JR割引前／長野～妙高高原

駅 850円片道／妙高高原駅～笹ケ峯 1000円片道／燕温泉～関山駅
600円･33分／関山～長野駅 1,090円片道／長野駅～東京駅 7,810円

宿泊費 １日目 高谷池ヒュッテ 10,500円
２日目 黒沢池ヒュッテ 9500円 （いずれも2食付）

乗車券 JR妙高高原
C Ｌ 宮崎 敏男

✉
コース １日目 笹ヶ峰(10:35)黒沢橋(11:35)富士見平(13:05)高谷池ヒュッ

テ(13:45 泊（休1h含めた到着見込みで14：45）
２日目 高 谷 池 ヒ ュ ッ テ (7 : 0 0 )天 狗 の 庭 (7 : 3 0 )ラ イ チ ョ ウ 平

(8 :10 )火 打 山 (8 : 50 )ラ イ チ ョ ウ 平 (9 : 15 )天 狗 の 庭 (9 : 4
5)高 谷 池 ヒ ュ ッ テ (10:15)黒沢池ヒュッテ(11:15) 泊
（休憩 1h30m含めた到着見込み14:00）

3日目 黒沢池ヒュッテ(6:00)大倉乗越(6:30)長助池分岐(7:10)妙
高山北峰(8:20)妙高山南峰(8:30)天狗堂(9:50)湯道分岐(1
1:00)燕温泉(12:20) (休憩1h30m含めた到着見込み14:20
～ 入浴・ 休 憩 ・ 食事 14:30～16:10
「ホテル花文」 入浴料金男400円女500円（露天風呂付）

締 切 ２０２３年３月２９日（火）小屋申し込み開始４月１日の為。
小屋泊追加可能なら以降でも申し込み可能

備 考 ・往路；東京発6:16(かがやき501号)長野駅着7:36・長野駅発7:45
妙高高原駅着8:30・妙高高原駅発 9:35笹ガ峯着10:25

・帰路；燕 温 泉 発 16 :20関 山 駅 着 16 :51～ 関 山 駅 発 17 : 15～ 妙
高 高原駅 着 17 : 2 4妙 高 高 原 駅 発 17 : 2 9長 野 駅 着 18 : 1 3～
長 野 駅 発 18:23発新 幹線 ～ 東 京 着 20:00
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山 行 報 告

No.３ ０ ９ １
年間260万人の250万人目となって登る高尾山
高 尾 山

実施日 ２０２２年１２月１８日（日）
天 候 晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 渋谷京子、石附智江、津田和子、

白石恵美子､石原勝正、伊藤久
雄、白石佐恵、中村友子、宮崎
敏男 計９名

費 用 新宿～京王高尾山口（片）388円
タイム 往路・4組に分かれ山頂12：00

の集中登山
第１Ｇ 1号路3.8km(ｹｰﾌﾞﾙ山上

駅経由コース）石原、
石附、伊藤、宮崎
ｹｰﾌﾞﾙ清滝駅前(10:15)
山上駅前(10:50)薬王院
(11:10)高尾山頂(11:20)

第２Ｇ 陣馬山・高尾山コース
(内小仏峠・高尾山)渋
谷、中村

第３Ｇ 6号路3.3km(びわ滝経由
コース）白石恵美子、
白石佐恵

第４Ｇ 稲荷山コース3.1km（稲
荷山展望台経由）津田
和子さん

復路 山頂で昼食・休憩(12:00
～13:30)の後、解散し
自由下山

ここは新宿駅前か？紅葉のピークを
過ぎたのに、高尾山口駅前の人出は
ハンパ無い。
今日の高尾山山行は集中登山方式。

ケーブル利用ＯＫと言ったのに、さ
すがこぶし会、高尾山代表的８コー
スから4コースを選び自力登山。
悪天候のため一日延期した今日、蒼

天は高く、大陸から流れてきた雲は
スジをひき絶好の高尾山日和だ。
盛りを過ぎたとはいえ高尾山の山紅葉

はまだまだ目を楽しませてくれている。
ほぼ毎週高尾山へ来ているＩさんの

高尾山オタクは皆さんご存知の通リ
ですが、高尾山はルートを変え、時
季を変え、メンバーを変え、都心か
ら電車一本で身を運んでくれるので
年間260万とも300万とも言われる人

が訪れる。
普段は人出を避け来ているが今日は

日曜日、好天気、紅葉の高尾山。おし
ゃべりもＯＫ、道草もＯＫの山行だ。
だが、この人出、しかも山頂・正午、
こぶし会9人の昼食会場は確保できる
か！仲間を飛び出し山頂へ急ぐ。
"隠れ家、例の所"は山頂の混雑をよ

そにひっそり空いていた。早速「Ｒ
ＥＳＥＲＶＥ」の札（？）を立て、
集中登山一行を山頂で待つ。
すでに到着しているＴさん、Ｓさん、

Ｎさんに続き3人のＩさんも到着、Ｓ
さん二人はもう少しかかるというので
一足先に昼食・休憩、久しぶりの人も
居たりして会話も弾む。しばらくして
Ｓさん到着、お疲れさま！
Ｓさんしばらくコンディション悪く

休養していたのに今日は難コースに
トライ頑張りました。

カメラマン
(？)のＩさ
んに9人そ
ろって集合
写真を撮っ
ていただい
た の を 汐
に、一旦山
頂解散しま
した。
Ｓ さ ん に

は休憩、下山もゆとりの時間をとっ
ていただき、ほかの７人は先に下山
しました。
下山は急がず、けど人混みを避ける

ヌケ道・うら道の達人の先導で楽し
い下山で、清滝駅口にpm2：30到着。
コロナ前に山行で高尾駅に帰着した

折は有志メンバーでよく反省会をし
たものだ、と話は及び、今日は久し
ぶり反省会で締めましょう！といこ
とでなじみのお店Ｔでしばしの時を
過ごしてお別れしました。
楽しかった。山より楽しかった。
反 省 会 出 来 た と の 後 日 感 想 。
こ ぶ し 会 の 仲 間 は 山 を 愛 し 人 に

親 し む ロ マ ン チ ス ト ！
語 ら い 、 円 居 (ま と い )の 場 は 大 切
ですね。

（記・宮崎 敏男）
(写真提供・石原勝正)
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No .３ ０ ９ ２
２ ０ ２ ２ 年 〆 は 御 岳 山 へ
御 岳 山 ～ 日 の 出 山

実施日 ２０２２年１２月２５日(日)
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 石 附 智 江 、 渋 谷 京 子 、 中 村

子、伊藤久雄、瀧澤きよの、
宮 崎 敏 男 ､阿 部 一 郎 、 阿 部
みゆき 計８名

費 用 1,250円（立川起算） 700円
タイム 御岳駅BS(8:10)滝本(8:20∼32)

ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ(10:00)御岳山(10
:15)神代欅～日の出山(11:40)
つるつる温泉(14:00)

快 晴 の 御 岳 駅 か ら バ ス に て 滝 本
山 門 前 で 、 徒 歩 4人 ロ ー プ ウ エ ー 4
人 に 別 れ て 出 発 。
杉 林 の 中 を 話 な が ら 、 そ れ ぞ れ

の 標 識 （ あ ん ま 返 し 等 ） 確 認 し て
歩 く も マ
イ ナ ス イ
オ ン が 美
味 し い 。
何 よ り 登
り は 貸 し
切 り で す 。

ロ ー プ ウ エ ー 乗 場 か ら ビ ジ タ ー セ
ン タ ー 、 御 岳 山 神 社 の 階 段 登 り 参
拝 し 、 写 真 撮 影 か ら 下 り 神 代 ケ ア
キ は 上 幹 が 切 ら
れ 哀 れ 。
一 路 日 の 出 山

へ 。 何 年 か 前 の
忘 年 会 宿 坊 を 通
過 久 々 の 日 の 出
山 階 段 登 り 。
山 頂 で の 景 観 、

富 士 の 頭 が 少 々 、 新 宿 、 立 川 、 八
王 子 を 見 な
が ら 昼 食 で
す 。
X m a s の コ

コ ア を 飲
み 、 金 毘 羅
尾 根 か ら の
小 名 さ ん も 参 加 で 写 真 撮 影 し 、 急
下 降 階 段 も 景 色 が 最 高 で す 。
風 無 風 、 所 々 霜 柱 北 斜 面 は 、 溶

け 出 し た 所
も 。
沢 の 音 が 聞
こ え 、 蛙 と
ネ ズ ミ の オ
ブ ジ ェ 橋 を
渡 り 、 バ ス

通 り を 登 る と つ る つ る 温 泉 到 着 で
す 。
温 泉 に 入 り 今

年 一 年 間 の 感
謝 、 来 年 も 宜
し く 乾 杯 。
の ん び り の 反 省 会 で す 。 又 や り ま
し ょ う 。

（ 記 ・ 瀧 澤 き よ の ）
（ 写 真 提 供 ・ 伊 藤 久 雄 ）
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N o . ３ ０ ９ ３
水 の 街 深 川 を 歩 く
深 川 七 福 神

実施日 ２０２３年１月８日（日）
天 候 晴
リーダー 一柳 昭
参加者 若 村 貴 世 子 ､若 村 勝 昭 ､服

部 美 千 代 ､一 柳 昭 ､涌 井 良
明 ､ 山 崎 富 美 恵 ､ 遠 井 謙
策 ､ 石 原 勝 正 ､ 宇 野 輝 代 ､
石 附 智 江 ､渋 谷 賢 寿 ､渋 谷
京 子 ､ 伊 藤 久 雄 ､ 白 石 佐
恵 ､宮 崎 敏 男 計15名

費 用 東京駅－森下駅 ５５２円
タイム 森下駅(9:58)－寿老人「深川神

明宮」－宝袋尊「深川稲荷」－
毘沙門天「龍光院」－大黒天「円
珠院」－福禄寿「心行寺」－弁
財天「冬木弁天堂」－恵比寿天
「富岡八幡宮」(12:30)－門前
仲町駅(12:40)
（新年会12:40～15:20）

今 年 の 山 行 の ト ッ プ バ ッ タ ー
は 深 川 七 福 神 め ぐ り で す 。

コ ロ ナ 禍 で 久 し ぶ り に お 会 い
す る 方 も お り 集 合 場 所 は 挨 拶 が
飛 び 交 っ て い ま し た 。

全 員 が 集 合 し 早 速 歩 き は じ め
ま し た 。

ま ず 最 初 は
寿 老 人 「 深 川 神
明 宮 」 で 丁 度 境
内 で は 地 元 の 自
治 会 の 餅 つ き 大
会 が 行 わ れ て お

り 沢 山 の 人 で 賑
や か で し た 。 芭
蕉 記 念 館 の 前 を
と お り 宝 袋 尊「 深
川 稲 荷 」 へ 、 こ
こ は 注 意 し て い
な け れ ば と お り
す ぎ て し ま い そ
う な 小 さ な お 稲
荷 様 で す 。 こ の
後 は 清 澄 公 園 ・

清 澄 庭 園 、 深 川 江 戸 資 料 館 の 横
を と お り 毘 沙 門 天 「 龍 光 院 」、
間 宮 林 蔵 の 墓 の 前 を と お り 大 黒
天 「 円 珠 院 」 を 過 ぎ 途 中 の 公 園
で ト イ レ 休 憩 を 。

皆 が 戻 っ て く る と 石 附 さ ん が
名 物 の み た ら し 団 子 を 買 っ て き
て く れ 美 味 し く て 熱 々 の 団 子 を
皆 さ ん に 振 る 舞 っ て く れ ま し た 。
持 つ べ き は リ ッ チ な 会 員 仲 間 で
す 。 昨 年 の 柴 又 七 福 神 で も ご 馳
走 し て い た だ き ､是 非 と も 来 年 以
降 も 参 加 し て い た だ き た い で す 。
福 禄 寿 「 心 行 寺 」、 弁 財 天 「 冬
木 弁 天 堂 」 を 経 て 最 後 は 恵 比 寿
天 「 富 岡 八
幡 宮 」で す 。
こ こ は 年 間
を 通 し て 参
拝 者 が 多 い
と こ ろ で 今
日 も 賑 わ っ
て い ま し た 。

コ ー ス の 途 中 で 芭 蕉 記 念 館 、
清 澄 庭 園 、 深 川 江 戸 資 料 館 を 見
た か っ た と の 希 望 が あ り ま し た
の で 後 日 計 画 し た い と 思 い ま す 。

門 前 仲 町 駅 に 近 づ き 全 員 が 新
年 会 を 希 望 さ れ た の で 急 遽 予 約
し て い な か っ た 居 酒 屋 に 飛 び 込
み 店 員 と 交 渉 し た 結 果 、 ２ 階 席
を 準 備 し て も ら い 新 年 会 が 始 ま
り ま し た 。

久 し ぶ り に 会 っ た 方 々 も 多 く
大 変 盛 り 上 が り 結 局 １ ５ 時 ２ ０
分 ま で の 大 延 長 で し た 。 歩 い た 時
間 と 新 年 会 の 時 間 が 同 一 で し た 。

私 自 身 も そ う で す け れ ど 会 員
全 般 も 段 々 と ハ ー ド な 山 行 が 難
し く な っ て き ま し た の で 誰 で も
参 加 で き る 計 画 を 立 て て い き た
い と 思 い ま す 。

（記・一柳 昭）
（写真提供・涌井良明/石原勝正､伊藤久雄）
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No .３ ０ ９ ４
新 年 は 高 柄 山 か ら
高 柄 山 か ら 秋 山 温 泉

実施日 ２０２３年1月9日（月）
天 候 晴れ
リーダー 中村友子、小名秀鋭、瀧澤き

よの、峯川弘子、宮崎敏男、
佐藤聡美、阿部一郎、阿部み
ゆき、津田和子 計９名

費 用 1,270円（立川起算）
タイム 四 方 津 駅 (8 : 3 5川 合 峠 ( 9 : 0

5 )大 丸 (11 : 5 5 )千 足 峠 (12 :
0 0 )高 柄 山 (1 2 : 1 5 ∼ 1 2 : 5 0 )
小 高 柄 山 (13 :50)高 岡 BS(1
4 : 4 5 )秋 山 温 泉 (15 : 0 0∼ 16 :
30)上 野 原 駅 (16 :52)

今 日 は 成 人 式 で す 。 快 晴 の 四 方
津 駅 は リ ニ ュ ー ア ル さ れ て ト イ
レ に は 、 電 気 ヒ ー タ ー ､蛇 口 か ら
は お 湯 が 出 て 、 感 激 し ま し た 。 四
方 津 駅 か ら 線 路 を 進 行 方 向 左 に く
ぐ り 抜 け て 、 矢 平 山 方 向 へ と 、 ハ
プニングありました。これからどん
ど焼き始めるからとお誘いあり、あ

り が た く参 加
さ せ て 頂き 、
記 念 写 真撮 影
し て 頂 いた 。
何 と いい 事 あ
りますよ。
登 山 口か ら は

樹林帯のアップダウン登りかなり登
山道荒れています。倒木崩壊箇所（ロ
ープ設置）急登を登り大丸山頂です。
稜 線 が 見 え て く る も ま だ ま だ 、

ア ッ プ ダ ウ ン の 連 続 で す 。 千 足 峠
か ら 激 急 登 で 高 柄 山 山 頂 で す 。 単
独 者 、 三 人 女 性 が 山 頂 で お 昼 ご 飯
で す 。 コ ー ヒ ー 、 コ コ ア も 、 小 春
日 和 の 山 頂 で 写 真 撮 影 。
前 の 道 志 山 塊 と 富 士 山 は 頭 の み 。

何 と 地 味 な
山 頂 な の だ 。
御 前 山 方 向
へ 単 独 者 は
下 り 、 こ ぶ
し 会 は 道 志
金 山 方 向 へ 、
稜 線 は 激 急
下 降 ロ ー プ あ り の 確 認 を し て は あ
り ま し た が 、 全 員 声 か け 合 い 、 懸
垂 下 降 100㍍ 程 、 下 が 枯 葉 、 根 っ

こ 、 石 岩 下
り 小 ア ッ プ
ダ ウ ン の 後 、
小 高 柄 山 写
真 撮 影 の 後 、
又 、 ロ ー プ
懸 垂 下 降 100

㍍ こ こ も 枯 葉 、 根 っ こ 、 い や い や
長 い 急 下 降 で す 。 何 と か 降 り る と
下 は 道 路 が 見 え て 来 た 。（ 金 山 川
沿 い の 道 路 ）
畑 に は 柵 が 巡 ら

れ 、 道 路 に 降 り る
バ リ エ ー シ ョ ン ル
ー ト を 見 つ け 道 路
に 降 り る 。 間 も な
く 桜 井 隧 道 。 こ れ
が 電 気 も な く 真 っ
暗 闇 。 1 0 0 ㍍ 程 進
む と よ う や く 出 口 で 目 の 前 に 観 音
様 が 、お 墓 で す 。ト イ レ あ り ま す 。
高 岡 バ ス 停 前 の 橋 を 渡 り 10分 で

秋 山 温 泉 で す 。
源 泉 か け 流 し て 、 温 泉 玄 関 前 か ら

シャトルバスに乗り上野原駅終着。
ど ん ど 焼 き 、 ロ ー プ 懸 垂 下 降 、

温 泉 、 贅 沢 な 山 行 に お 付 き 合 い し
て 頂 き あ り が と う ご ざ い ま し た 。
又 、 宜 し く お 願 い し ま す。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・峯川弘子）



- 27 -

No .３ ０ ９ ５
青梅を起点に歩くハイキングコース
長 渕 山 ト レ イ ル

実 施 日 ２０２３年１月１３日（金）
天 候 晴れ
リーダー 阿部 みゆき
参 加 者 石 附 智 江 、 渋 谷 京 子 、 中

村 友 子 、 伊 藤 久 雄 、 石 原
勝 正 、 宇 野 輝 代 、 宮 崎 敏
男､阿部みゆき 計８名

費 用
タイム 青 梅 駅 ( 8 : 1 6 ∼ 4 6 ) 天 祖 神

社 (8 : 50∼ 9 : 45 )旧 二 ツ 塚 (9
: 4 5∼ 1 0 : 0 6 )馬 引 沢 峠 (10 : 0
9 ∼ 1 0 : 2 9 )赤 ぼ っ こ ( 1 1 : 2 6
∼ 1 1 : 3 2 )天 狗 岩 (11 : 5 1∼ 12
： 3 5 )梅 ケ 谷 峠 分 岐 ( 1 2 : 4
0 ∼ 1 2 : 5 6 )梅 ケ 谷 峠 入 口 (1
2 :58)宮 ノ 平 駅 (13 :20)

週 末 の 天 候 が い ま い ち な の で 一
日前倒ししての山行。
青 梅 駅 を 起 点 と し て 昭 和 の レ ト ロ

な 街 並 み か ら 住 宅 街 を 抜 け て 歩 く
こ と ３ ０ 分 、 長
渕 山 ト レ イ ル 玄
関 口 で あ る 天 祖
神社入 口に到着 。
鳥 居 か ら 見 上 げ
る 階 段 は な ん と

２ ２ ３ 段 ！皆さん各々のペースで淡
々と登る。さすが日ごろから鍛えて
いるだけあり脚力は素晴らしい！
天 祖 神 社 で 安 全 祈 願 を 済 ま せ て 社

殿 横 か ら 登 山
口 へ いざ 出発 。
落 ち 葉 の 積 も

る 急 登 を ザ ッ
ク ザ ク と 踏 み
し め な が ら あ
っ と い う 間 に
稜線に出る。
低 山 と は い え 地 味 に き つ い ア ッ プ

ダ ウ ン を 何 度 も 繰 り 返 し な が ら 植
林 と 雑 木 林 が 広 が っ た 山 道 を お 喋

り し な が ら し ば ら く 行 く と パ ッ と
視 界 が 開 け た と こ ろ が 三 角 点 の あ
る 赤 ぼ っ こ に 着 く 。「 赤ぼ っ こ 」 と
は 関 東 大 震 災 の 時 に 表 土 が 崩 れ 落
ち 赤 土 が 露 出 し た 山 と な り 、 そ れ
以 来 地 元 で は こ の 付 近 を 赤 ぼ っ こ
と呼ぶのだそうです。
標 高 わ ず か ４ ０ ０

㍍ の 丘 陵 と は 思 え
な い 雄 大 な 眺 め で
西 武 ド ー ム 、 都 心
の 高 層 ビ ル 群 、 奥
多 摩 の 山 々 、 果 て
は 男 体 山 や 筑 波 山
まで見えるらしい。
昼食に数々の差し入

れでお腹いっぱい大満足、どうも御馳
走様でした！
お 次 に 目 指 す の は 第 ２ の ビ ュ ー ポ
イ ン ト 、 天 狗 岩 へ 向 か う 。 天 狗 岩

は 狭 く て 片
側 が 絶 壁 、
落 ち な い よ
う に 慎 重
に 、 こ こ で
の 記 念 撮 影
は ド キ ド キ
でした。

山 稜 に 戻 り 返 し い く つ か の ア ッ プ
ダ ウ ン を 繰 り 返 し な が ら 梅 ケ 谷 峠
分 岐 か ら 下山路へ農家のわき道から
車道を２０分ほど歩くと宮ノ平駅に
到 着 、 皆 さん お 疲
れさまでした！
今 回 は 日 程 変 更

な が ら も 多 く の
メ ン バ ー に ご 参
加 い た だ き あ り
がとうございました。
太 陽 の 暖 か な 日 差 し を 受 け 、 気 持

ち の い い 里 山 歩 き と な り ま し た 。
また是非ご一緒しましょう！

（記・阿部 みゆき）
（写真提供・石原勝正／伊藤久雄）
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N o .３ ０ ９ ６
秀 麗 富 士 眺 望 の 二 座 縦 走
扇 山 ・ 百 蔵 山

実施日 ２０２３年１月２２日（日）
天 候 晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 石附智恵､石原勝正、伊藤久

雄 、 中 村 友 子 ､峯 川 弘 子 ､遠
井謙策､宮崎敏男 計７名

費 用 高尾～鳥沢JR506円、猿橋～
高尾JR506円 計1,012円

タイム 鳥沢駅(8:25)梨ノ木平登山口(9
:30)ツツジ川道分岐大久保山
のコル(11:05)扇山(11:10∼12:
00昼食・休憩)大久保山(12:1
0)宮谷分岐(13:10)コタラ山分
岐(14:00)百蔵山(14:05∼30)百
蔵浄水場(15:20)百蔵山登山口
経由猿橋駅(16:00∼16:35)
行動8時間(Net6h30ｍ)
約14㎞／↑1340㍍･↓1326㍍

扇 山 、 百 蔵 山 は 中 央 沿 線 で 人 気 の
あ る 山 だ 。 こ ぶ し 会 で も こ れ ま で
何 回 も 登 ら れ て お り 今 回 参 加 者 も

❢皆 さ ん 経 験 者 だ (リ ー ダ ー を 除 き )
し か し 1月 の 厳 冬 期 は 登 山 者 は め

っ き り 少 な い 、 二 座 縦 走 は ほ ぼ ゼ
ロだった。
ち ょ っ と 辛 か っ た の は 登 山 口 へ の

バ ス が す べ て 運 休 で （ 登 山 者 閑 散
期 ゆ え ）、 駅か ら 駅 へ の 二 座 縦 走 を
す べ て 徒 歩 で 賄 わ な け れ ば な ら な
か っ た こ と で す 。（ ほぼ 高 齢 者 、 後

期 高 齢 者 ～ 除 く
お嬢様一人）
こ の 週 の Ｔ Ｖ は
か っ て な い 超 寒
波 が 来 襲 す る と
の予報が盛んで、

そ
ん

な 中 、 参 加 申 し
込 み が 日 に 日 に
増 え い っ と き 8
人 に 達 し た の に
は 驚 か さ れ た 。
こ ぶ し 会 は ま だ
ま だ 健 在 か 、 か つ 老 い て も な お 山
男 山 女 の 気 概 残 る か と （ あ き れ ！
失礼）感心しました。
今 回 の 扇 山 ・ 百 蔵 山 は 大 月 市 の 定

め る 「 秀 麗 富 嶽 十 二 景 」 の 二 座 。
山 頂 に 立 っ た 我 々 は 日 常 見 か け る

富 士 山 と は 別 格 の 景 観 （ 人 そ れ ぞ
れ そ れ な り に ） を 得 た こ と は 言 う
ま で も あ り ま せ ん （ 読 者 諸 兄 は 写
真でご確認を）
以下参加者のひと言

・ 石 原 勝 正 百 蔵 山 下 山 時 の 急 坂
と 舗 装 道 路 の 歩 行 で 右 足 小 指 の
靴 擦 と そ の 手 当 で 歩 行 速 度 が 遅
く な り 早 く 歩 け な か っ た 。 79歳
目 前 の 後 期 高 齢 者 の 俺 は も う 年
かな…。

・ 遠 井 謙 策 三 脚 持 参 で 集 合 写
真 を 提 供 い た だ い た 最 高 齢 の 石
原 さ ん に は 、 最 大 の 感 謝 で す 。
そ の 為 に 足 に 故 障 を 発 生 さ せ て
しまったのかもしれませんね。
優 し い メ ン バ ー と の 楽 し い ワ ク
ワク感いっぱいの山行でした。

・ 峯 川 弘 子 石 原 さ ん に は い つ も
三 脚 を 背 負 っ て き て 頂 き 感 謝 し
ております。
靴 擦 れ は 誰 で も 起 こ り う る こ と
で、年齢は関係ないと思います。
登 り で は 石 原 さ ん の 歩 行 に つ い
ていけず自分は遅れ気味でした。
こ ぶ し 会 の 健 脚 は す ご い け ど 気
の若さもすごいです。

・ 中 村 友 子 次 回 の 山 何 処 に な る
か 楽 し み で す 。 又 宜 し く お 願 い
します。
石原さん、靴ずれ大変でしたね。
ト ラ ブ ル は 時 々 あ る も の で す 。
懲 り ず に 又 行 き ま し ょ う ね 。 そ
の 時 は よ ろ し く お 願 い し ま す 。
登りのピッチは最高でした。

・ 伊 藤 久 雄 健 脚 揃 い が 多 く 被 写
体 に 入 れ る こ と が 出 来 ま せ ん で
し た 。 後 期 高 齢 者 が 登 る 山 で は
あ り ま せ ん (笑 い )で も 時 間 内 に
全 員 登 り 切 っ た (下 山 も し た )の
は 凄 い ！ 筋 肉 痛 (笑 い )で も 楽 し
い山でした。

・ 石 附 智 恵 寒 む そ う で し た が 皆
さんと一緒に頑張りました。
今 ､電 車 で ほ っ と し て い い 気 持 ち
で す 。 大 変 だ っ た け ど 満 足 し た
山 行 で す 。 懲 り ず に ､又 ､皆 さ ん
とご一緒できるのが楽しみです。

（記・宮崎 敏夫）
（写真提供・石原勝正/伊藤久雄/峯川弘子）
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No.３ ０ ９ ７
湖 を 歩 き モ グ モ グ タ イ ム
刈 込 湖 ・ 切 込 湖

実施日 2023年2月4日(土)～5日(日)
天 候 晴れ
リーダー 若村勝昭､石附智江､伊藤久雄､

瀧 澤 き よ の ､ 阿 部 み ゆ き ､
津 田 和 子 計６名

費 用 8,120円(新宿起算) 7,300円
宿泊費8,950円(旅割)

タイム 2/4 東武日光駅(9:30･ )ﾋﾞ
ｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ(10:50∼11:15)宿
(11:20)日光沢分岐(13:00)
宿(14;30)

2/5 宿(8:37)登山口(8:55∼9:2
0)蓼ﾉ湖(9:50∼10:05)小峠
(10:53∼11:05)刈込湖(11:30
∼12:10)小峠(13:00)蓼ﾉ湖
(14:00)登山口(14:15)宿(15
:00∼30)東武日光(15:57)

２/４ (CLハプニングあり、宿合流）
タ ク シ ｰで ビ ジ タ ー セ ン タ ー へ 、 ス
ノ ー シ ユ ー レ ン タ ル ～ 宿 迄 タ ク シ
ー、荷物預け石楠花平コースへ、猿
にも会い楽しいスノーシユーハイク

コ ー ス ④ ～ ⑤ ～
⑥ 迄 樹 林 帯 の 足
慣 ら し で 、 オ ブ
ジ ェ や ら 雪 と 戯
れ て 日 光 沢 分 岐
か ら ピ ス ト ン で
宿 前 で Ｃ Ｌ 合 流
こ こ で お 汁 粉 パ
ーテイです。

雪 が ち ら つ き 始 め 、 宿 の か け 流 し
温泉へ。
露 天 風 呂 の 雪 景 色 見 な が ら 最 高 の

一 時 で す 。 夕 食 迄
久 々 の 若 村 勝 昭 の
楽 し い 一 杯 会 。 夕
食 は 豪 華 な 湯 葉 料
理 。 鮎 の 塩 焼 き 、
天 ぷ ら 、 蒸 鍋 等 、
全 員 完 食 。 湯 ノ 湖 の 花 火 大 会 が 始
ま り ま し た が 、 雪 が 降 っ て 来 た の
で 、 部 屋 の 窓 開 け 花 火 見 学 最 高 で
す。温泉に入り就寝です。

（ＳＬ伊藤久雄）
２/５ 快晴の青空で、湯本から急な
九十九折りを金精道路迄上がり、こ
こで男性はスノーシユー、女性はア
イゼン装着です。
10人程の登山者グループとコーキ犬
連れの夫婦が装備装着。

冬コース青リボン小峠コースへは、
急降下から暫く行くと蓼ノ湖です。
写真を撮り、昨日の雪がパウダース
ノーで、積雪もまあまあです。小峠
迄の激急登を登り小峠です。一息入
れ大岩から入ります。
青 リ ボ ン は こ こ ま で 、 ル ー ト し っ

かりついています。なだらかなルー
ト を 雪 踏 み な が
ら 真 っ 青 な 青 空
を 見 な が ら 刈 込
湖 到 着 で す 。 湖
面 は 凍 っ て い る
とは思いますが、
踏 み 跡 も 湖 面 中

迄はない、切込湖迄は湖面左回りの
ルートですが、先にお茶漬けを作り
暖かいお茶漬けを食べ元気になり、
コーキ犬とも再会し太郎山、涸湖方
面の雪景色と一緒に写真撮り、帰る
事とします。
何 の 事 も な く 小 峠 に

ここからは、急降下で
初めての尻セード、童
心 に か え り 大 は し ゃ
ぎ、男性人は慎重にス
ノーシユー下り、蓼ノ
湖が見えてきました。
こ こ で ヒ ヤ リ ハ ッ ト

発生、若村さん切株で前のめり、ス
ノーシユーが切株に刺さったのと、
後続の方が挨拶してくださり体制が
傾いた？みたいです。
平 の 雪 の 上 で 怪 我 無 く ホ ッ ト し ま

し た 。 一 息 し て 、 急 登 で 登 山 口 急
下 降 で 湯 元 で 装 備 脱 着 し 、 宿 ま で
荷 物 整 理 し て タ ク シ ー に 乗 り 、 東
武日光駅迄。こ こ で 解 散 し ま し た 。
バ ラ エ テ ィ ー に 富 ん だ 雪 山 大 い に
楽 し め ま し た。
久 々 の 若 村 さ ん 参 加 で 楽 し く て 、

元 気 を 頂 き ま し た 。 無 事 下 山 で き
た 事 に 感 謝 し ま す 。 又 、 雪 山 楽 し
み ま し ょ う 。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・伊藤 久雄）
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No.３ ０ ９ ８
三 浦 半 島 の 最 高 峰 ！ ！
大 楠 山

実施日 ２０２３年2月12日（日）
天 候 曇りのち晴れ
リーダー 阿部 みゆき
参加者 一柳昭、石附智江、伊藤久雄、

瀧澤きよの、白石佐恵、佐藤聡
美、阿部一郎、 阿部みゆき、
宮崎敏男 計９名

費 用 2,014円（立川起算） 377
円 計2,391円

タイム 安針塚駅(8:40)塚山公園(9:16∼
10:06散策)大楠山登山口BS(1
1:04)阿部倉側登山口(11:29)
衣笠城址分岐(11:50)大楠山(1
2:19∼13:17昼食)大楠平(13:23
∼13:35）前田川遊歩道(14:17∼
14:47)前田橋バス停(14:56)

2日 前 の 大 雪 か ら 一 変 し て 3月 中
⁈旬 並 み の 暖 か な 陽 気 と か

朝 の う ち は 薄 曇 り で し た が 太 陽
が 昇 る に つ れ て 顔 を 出 し 絶 好 の
登 山 日 和 と な り ま し た 。
ス タ ー ト は 安 針 塚 駅 か ら 、 静 か

な 住 宅 街 を 進 む に つ れ て 道 は 徐
々 に 急 坂 と な り 辿 り 着 い た と こ
ろ が 塚 山 公 園 。 こ こ は 神 奈 川 の
景 勝 5 0 選 に も 選 ば れ る ほ ど 眺 め
が 良 く ｢ 見 晴 台 ｣ か ら は 眼 下 に 横

須 賀 港 、 遠
く は 房 総 半
島 や 横 浜 ラ
ン ド タ ワ ー
を 望 む こ と
が で き ま す 。
I さ ん 差 し 入
れ の 八 王 子 饅
頭 で 休 憩 し て

い る と こ ろ に 塚 山 公 園 の 82歳 ガ イ
ド が 現 れ 三 浦 按 針 の い わ れ を 知 る
由 と な り ま し た 。
塚 山 公 園 を あ と に 横 浜 横 須 賀 道

路 を く ぐ り 抜 け 車 道 に 沿 っ て 進
ん で い く と や が て ト ン ネ ル が 見
え て き ま す 。 ト ン ネ ル 脇 の 階 段
を 登 っ て 最 初 の 里 山 で あ る 権 現
山 に 向 か い ま し た 。
登 山 道 は 落 ち 葉 が 積 も り 荒 れ て

は い ま す が 道 筋 は つ い て い る の
で 歩 け な い こ と は な く い く つ か

の 倒 木 を く ぐ り 抜 け た り 跨 ぎ こ
し た り し な が ら は ま る で ア ス レ
チ ッ ク の よ う 、 最 後 は 笹 薮 の 道
を 抜 け る と ポ ン と 住 宅 街 に 出 で
き ま す 。 な ん と も
ま あ 秘 密 基 地 の よ
う な 懐 か し さ を 感
じ ま し た 。
再 び 横 横 道 路 沿 い

の 道 を 行 き く ぐ り
抜 け る と 本 日 の メ
イ ン で あ る 大 楠 山
の 阿 部 倉 登 山 口 に
到 着 。 こ こ は 低 山
で あ り な が ら 深 山
と い う の で し ょ う か 、 一 歩 足 を
踏 み 入 れ た だ け で 自 然 に 身 体 が
包 み 込 ま れ る よ う な 感 覚 に 捉 わ

れ 実 に 魅 力 的
な い い 山 で す 。
沢 沿 い の 道 を
し ば ら く 進 む
と 長 い 階 段 の
登 場 ！ い つ も
な が ら 淡 々 と
登 る 姿 は と て

も 高 齢 者 と は 信 じ 難 く 軽 快 で 素
晴 ら し い 足 取 り で す 。 私 も 見 習
わ な け れ ば と 思 い ま す 。 や が て
衣 笠 城 址 分 岐 、 ゴ ル フ 場 を 横 に
見 な が ら ひ と 踏 ん 張 り で 山 頂 に
到 着 ！ 大 楠 山 山 頂 か ら の 展 望 は
猿 島 か ら 箱 根 の 山 々 、 伊 豆 半 島
に う っ す ら と 富 士 山 を 望 み 、 こ
れ ま た 違 う 景 色 が 楽 し め ま し た 。
下 山 路 は 樹 林 帯 の 中 を 歩 き 前 田

橋 登 山 口 ま で 、 前 田 川 遊 歩 道 で
は 清 流 の せ せ ら ぎ を 聴 き な が ら
石 の 上 を ぴ ょ ん ぴ
ょ ん 渡 り ち ょ っ と
し た 探 検 気 分 が 味
わ え ま し た 。 水 面
が 陽 に 照 ら さ れ て
光 っ て い る よ う に
も 見 え 、 沢 山 の マ
イ ナ ス イ オ ン を 浴
び て と て も 癒 さ れ
た 里 山 歩 き と な り
ま し た 。
本 日 は 多 く の 皆 様 に ご 参 加 頂 き

有 難 う ご ざ い ま し た 。 お 疲 れ さ
ま で し た 。

（記・阿部 みゆき）
（写真提供・伊藤久雄／宮崎敏夫）
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No.３ ０ ９ ９
間 白 き 富 士 山 ・ 相 模 湾 景 観

大 山
実施日 ２０２３年２月１８日（土）
天 候 晴れ
リーダー 瀧澤 きよの
参加者 伊藤久雄､瀧澤きよの､峯川弘

子､宮崎敏男､津田和子 計５名
費 用 小田急1,090円(登戸起算)

770円
タイム 秦 野 駅 (8 :24 )蓑 毛 (8 :50)

蓑 毛 越 (9:50)分 岐 (11:10)大
山(12:20)ヤ ビツ 峠(14:25∼1
4:51 )秦野駅(15:40)

秦 野 駅 北 口 ヤ ビ ツ 峠 行 き ﾊ ﾞ ｽ
は 長 蛇 の 行 列 で 臨 時 便 て 、 蓑
毛 で 下 車 。 大 日 堂 で 身 支 度 し
て 紅 白 梅 を 愛 で 沢 沿 い を 歩 き
釣 り 堀 前 で コ ン ク リ － ト 道 路
と 合 流 し て 登 山 道 を 川 の せ せ

ら ぎ 、 ひ ば り の
鳴 き 声 と で 春 日
和 登 山 で す 。
蓑 毛 越 か ら 急 登
九 十 九 折 で 5 人

パ ー テ ィ に 追 い 抜 か れ 、 疲 れ
た 地 蔵 を 過 ぎ 水 平 道 を 女 人 禁
制 ノ 碑 か ら 少 し 下 り 十 六 丁 目
追 分 の 碑（ 右 は 阿 夫 利 神 社 へ ）
急 登 を 上 っ て ベ ン チ で 一 息 し
て 、 木 道 か ら 先 は 霜 柱 が 溶 け
て 、 木 道 か ら 先
は 霜 柱 が 溶 け て 、
泥 ん こ ぐ ち ゃ ぐ
ち ゃ 道 で 、 日 影
は 凍 っ て ま す 。
二 十 丁 目 見 晴 台 。

笠 雲 の か か っ た
素 晴 ら し い 富 士

山 。 こ こ で 写 真 撮 影 、 回 り も
雪 が あ り い い 感 じ の 登 り で す 。
こ こ ら か ら ケ ｰ ブ ル か ら の 登

山 客 で 込 み 合 っ て ゴ ロ ゴ ロ 石
と 、 灯 ろ う 階 段 を 登 り 、 鳥 居

を 越 え て 赤 い
鳥 居 を く ぐ り
大 山 山 頂 で 記
念 写 真 し 、 大
勢 の 登 山 客 後
目 に 入 り 口 の
暖 か い 草 木 で
昼 食 。
M さ ん か ら は ジ

ャ ガ リ コ ＆ チ ー ズ イ ン ス タ ン
ト サ ラ ダ を 頂 く 。 簡 単 美 味 し
い 。 ド リ ッ プ コ ー ヒ ー 飲 み 、
周 り の 雪 を 楽 し ん で さ ー 下 山 。
三 ﾉ 塔 の 稜

線 、 眼 下 の
秦 野 の 町 を
見 な が ら 、
心 配 の 泥 ん
こ 道 は 南 面
で 乾 い て 、
歩 き 安 く な り 、 休 憩 な し で ヤ ビ
ツ 峠 に 到 着 。
待 っ て い た バ ス を 見 送 り 、 次 の

バ ス で 秦 野 駅 で 解 散 し ま し た 。
登 り 方 面 四 人 で 鶴 巻 温 泉 に

入 り 二 階 の 宴 会 場 で 反 省 会
し て 、 土 産 に ス ト ッ ク 代 わ
り に ネ ギ 背 負 い 帰 路 に 、 今
日 も 天 気 よ し 、 素 晴 ら し い
富 士 山 を 見 て 、 雪 景 色 を 見
て 、 温 泉 に 入 り 充 実 の 山 行
で し た 。
又 、楽 し い 山 行 や り ま し ょ う 。

（記・瀧澤きよの）
（写真提供・伊藤久雄）
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No .３ １ ０ ０
島原トレイルと雲仙岳～泊りは名湯雲仙温泉～

妙見岳・国見岳・普賢岳
実施日 2023年2月26日(日)～27日(月)
天 候 晴れ
リーダー 宮崎 敏男
参加者 石 附 智 江 、 峯 川 弘 子 、 佐 藤

聡美、宮崎敏男 計４名
費 用 ＠41,665円 航空運賃24,540

円 (羽 田 ・ 長 崎 ) レ ン タ カ
ー4,500円 宿泊費12,625円
（雲仙青雲荘）

タイム 2/26 羽田7:15)長崎空港着(9:
15･ｿﾗｼﾄﾞｴｱSNA031)長
崎空港(9:45∼10:50)島
原港ﾀｰﾐﾅﾙ(11:00発･秩
父浦公園･火砕流最長到
達点･吉祥白天橋～島原
港ﾀｰﾐﾅﾙ着(14:00)ホテ
ル青雲荘着(14:50) 泊

2/27 仁田峠(8:45)妙見岳(9:2
0)妙見神社(9:35)国見
分かれ(10:00)国見岳(1
0:20)国見分かれ(10:40)
鬼人谷口(10:54)鳩穴別
れ(11:29)立岩の峰･平
成新(11:30･昼食)霧氷
沢(12:20)普賢岳(12:50)
紅葉茶屋(13:20)薊(あ
ざみ)谷～仁田峠登山口
(14:00･ )温泉(15:00∼
16:00)空港(18:15ﾚﾝﾀｶｰ
返却)空港着(18:45･買
物､食事､ﾁｪｯｸｲﾝ先便20:
25発･次便21:05･ｿﾗｼﾄﾞｴ
ｱSNA038)

雲仙三座 ５h３０m／８.０㎞
↑↓８９１ｍ

２／２６(日) 晴れ強風
空 港 を 出 た 車 が 諫 早 市 か ら 雲 仙 市

に 近 づ く と 、 地 肌 荒 々 し く 山 頂 ギ
ザギザのひと際大きな山が現れた。
「 何 あ の 山 ！ 」「 まさ か あ そ こ を 登
るの！」
そ う あ れ が 雲 仙
岳 で す 。 昨 年 12
月 旅 で 島 原 街 道
か ら 見 た 雲 仙 岳
に 惹 か れ 、 ぜ ひ 登 り た い と こ ぶ し
会 の 山 行 計 画 と し て 遠 征 し て き た
の で す 。 で も あ の 時 見 た 雲 仙 岳 は
雲 に 隠 れ 、 ま さ か こ ん な 迫 力 の あ
る山とは！
今 日 は 島 原 半 島 ぐ る っ と 10.5km雲

仙ジオパーク体感のトレイルです。
島 原 港 を 出 て ２ ㌔ の 秩 父 が 浦 公 園

は 九 十 九 島 と 流 れ 山 (山 体 の 残 骸 )
の 独 特 の 景 観 で し た 。「 島原 大 変 肥
後 迷 惑 」 の 言 葉 で 有 名 な 寛 生 ４ (17
92)年 雲 仙 岳 の 火 山 性 地 震 で 眉 山 の
山 体 崩 壊 が 起 き て で き た 景 観 。 見
ごたえある海辺の小道でした。
島 原 半 島 側 か ら 見 る 雲 仙 岳 は 地 肌

む き 出 し の 山
体 と 溶 岩 ド ー
ム と 急 こ う 配
の山です。
1991年 5月 およ

そ 200年 ぶ り と い う 大 噴 火 で 出 来 た
日 本 で 一 番 新 し く で き た 山 。 こ の
時 の 火 砕 流 最 長 到 達 点 や 復 元 し た
わ れ ん 川 湧 水 池 の 一 帯 を 見 学 し 、



- 33 -

ま た こ の 災 害 で 多 く の 方 が な く な
っ た こ と へ 思 い を 寄 せ こ の 地 を 後
にしました。

２／２７（月）晴れ
昨 日 、 雲 仙 岳 は 風 速 26mの 強 風 、

ロ ー プ ウ エ ー は 終 日 運 休 、 し か し
霧 氷 あ り 。 で あ っ た と 知 る (雲 仙
岳 Ｈ Ｐ )今 日 、 快 晴 無 風 道 路 通 行
可 、 霧 氷 見 ら れ る か も ！
仁田峠に通ずる道路8：00開門を先

頭で待つ。30分後大駐車場へ。ここ
から妙見岳へ。
ロ ー プ ウ エ ー を
横 目 に 見 な が ら 8
0 0 ㍍ 3 5 分 程 の 登
り 、 所 々 で 諫 早
湾 の 海 と 島 々 が
見 渡 せ る 。
妙 見 岳 山 頂 広 場

は 絶 景 、 最 初 の 全 員 写 真 朝 の 陽
光 に 顔 も 輝 く 。
次 は 国 見 岳 へ 。 国 見 別 れ ま で の

な だ か ら な 道 は 一 変 。 山 は 壁 と な
っ て 聳 え 道 は
途 中 鎖 場 の 岩
場 と な っ て 現
れ た 。 苦 労 の
山 頂 は 、 こ の
上 な い 絶 景 で
我 ら を 迎 え る 。
天 草 の 海 と 島 々 、 有 明 海 と 熊 本

阿 蘇 の 山 並 み 、 言 う ま で も な い 普
賢 岳 、 平 成 新 山 の 山 頂 ド ー ム か ら
の 噴 煙 が 青 空 に 一 段 と 白 い 。
鬼 人 谷 へ の 急 降 下 は 止 め ど な い 。

普 賢 岳 の 北 側 を 半 周 程 も 巻 い て 霧
氷 の 欠 片 で 氷 結 し た 道 を 踏 み し め

進 む 。 到 達 し
た 立 岩 の 峰 、
一 段 高 い 展 望
所 に 立 つ 。 こ
こ は 平 成 新 山

の 山 頂 直 下 直 近 の 場 だ 。 火 山 礫 に
覆 わ れ た 山 肌 、 頂 上 ド ー ム と そ の
尖 塔 は 噴 煙 口 か 。 真 っ 白 い ガ ス が
あ ち こ ち か ら 噴 出 し て い る 。 圧 倒
さ れ る が 見 飽 き な い 。 山 で 昼 食 は
何 回 食 べ た か 分 か ら な い が 、 こ こ
は 間 違 い な く メ ダ ル 級 。 お に ぎ り
が さ ら に う ま い 。
期 待 し た 霧 氷 沢 に も 霧 氷 は な か

っ た 。 し か し こ こ は 冷 蔵 庫 の 中 の
よ う に 寒 い 。 霧 氷 の カ ケ ラ が 地 表
を 覆 う 谷 底 で 取 っ た 写 真 は Ｃ Ｏ Ｏ
Ｌ だ っ た 。
山 頂 ま で 最 後 の 20

分。普賢岳の山頂石
標と背後の平成新山
の景色はどこか既視
感がある。
さ す が 普 賢 岳 山 頂 、
こ こ に は 4組 の 登 山 者 が 居 て 賑 や
か だ っ た 。「 霧 氷 は 冬 型 気 圧 配 置
だ っ た 昨 日 の 昼 ま で だ っ た 」 と 教

え て く れ
た 土 地 の
人 。 母 親
と イ ケ メ
ン の 息 子
の 二 人 連
れ の 仲 の
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い い こ と 。 今 日 は 何 か の 記 念 登 山
か な 。 岐 阜 と 福 岡 か ら 来 た 山 ガ ー
ル さ ん が 山 頂 写 真 を 撮 っ て く れ
た 。
山 頂 を 後 に し て 急 な ゴ ロ ゴ ロ 道

を 下 り 着 い た 紅 葉 茶 屋 。 茶 屋 は な
い が 秋 の 紅 葉 は 良 さ そ う 。
こ こ か ら ほ ぼ 水 平 登 山 道 を 40分

ほ ど で 仁 田 峠 へ 。 峠 の 普 賢 神 社 で
無 事 下 山 と 先 の 噴 火 災 害 で 亡 く な
ら れ た 方 の ご 冥 福 を 祈 り 4人 で 1分
間 の 黙 祷 。
地 球 の 営 み と し て の 山 と 、 創 り

出 さ れ る 絶 景 の 数 々 、 そ れ を 実 感
さ せ 体 感 さ せ て く れ る 唯 一 無 二 の
普 賢 岳 で あ っ た と 思 い を 深 め 今 回
の 山 行 を 終 え た 。

（記＆写真提供・宮崎 敏男)
（写真提供・峯川 弘子）

参 加 者 の 感 想
前日の強風と冷たい風の中ドーンと
構える雲仙岳を見上げ登れるのか？
と 心 配 も な く 今 日 は 雲 一 つ な い 晴
天 に 恵 ま れ 、 長 崎 の 海 、 島 々 と 噴
火 後 の 山 肌 未 だ 真 新 し い 平 成 新 山
の 迫 力 を 目 の 当 た り に す る こ と が
出 来 ま し た 。
昨 日 は 見 ら れ た と い う 霧 氷 は 残 念
な が ら 今 日 は 木 々 に 見 ら れ ず 、 山
道 一 面 に 落 ち た 霧 氷 の カ ケ ラ が ま
る で 砂 糖 菓 子 の よ う で 、 こ れ も 霧
氷 の 雲 仙 だ と 感 激 で し た 。
雲 仙 に 来 て こ ん な バ リ エ ― シ ョ ン
豊 か な 登 山 も あ る の だ と 、 色 々 楽
し か っ た で す 。

思 い も よ ら な い 山 に 登 れ て リ ー ダ
ー 、 皆 さ ん に 感 謝 で す 。
それと?温泉と食事も最高でした
(佐 藤 聡 美 )
妙 見 岳 、 国 見 岳 、 普 賢 岳 と 雲 仙

三 座 を 縦 走 し ま し た 。 中 で は 国 見
岳 が 一 番 大 変 で し た 。
そ そ り 立 つ 岩 肌 を 鎖 を 頼 り に よ じ
登 り ま し た 。し か し 山 頂 に 立 て ば 、
３ ６ ０ 度 の 素 晴 ら し い 景 色 に 感 動
し ま し た 。 平 成 新 山 に も も ち ろ
ん ！ 今 回 霧 氷 は 見 ら れ ま せ ん で し
た が 、 お 天 気 も 良 く 暖 か く て 本 当
に 助 か り ま し た 。 思 い 出 に 残 る 山
行 に な り ま し た 。 リ ー ダ ー を は じ
め 皆 さ ん に お 世 話 に な り ま し た 。
温 泉 も 最 高 で し た 。 ま た 行 き た い
で す 。（ 石 附 智 江 ）

雲 ひ と つ な い 青 空 の 中 、 雲 仙 三
座 を 上 る こ と が 出 来 て う れ し い で
す 。 特 に 噴 煙 の 平 成 新 山 を 間 近 に
見 て 、 た だ た だ 驚 き で し た 。
雲 仙 の 湯 も 楽 し み 雲 仙 岳 満 喫 の 山
旅 で し た 。
皆 さ ん お 世 話 に な り 有 難 う ご ざ い
ま し た 。（峯川弘子）
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５ １ 期 総 会

日 時 ： 令 和 ５ 年 １ 月 ２ ９ 日 （ 日 ）
午 後 １ 時 ２ ０ 分 ～ ３ 時 １ ５ 分

場 所 ： 立 川 市 フ ァ ー レ 女 性 総 合 セ ン タ ー 第 １ 会 議 室
出 席 者 ： 若 村 貴 世 子 、 若 村 勝 昭 、 服 部 美 千 代 、 一 柳 昭 、 福 島 政 幸 、

涌 井 良 明 、 山 崎 富 美 恵 、 白 石 恵 美 子 、 小 村 井 好 枝 、 石 附 智
江 、渋 谷 賢 寿 、渋 谷 京 子 、遠 井 謙 策 、中 村 友 子 、伊 藤 久 雄 、
石 原 勝 正 、 小 名 秀 鋭 、 滝 澤 き よ の 、 峯 川 弘 子 、 宮 崎 敏 男 、
阿 部 一 郎 、 阿 部 み ゆ き 、 斉 藤 実 、 津 田 和 子 計 24名

一 柳 総 務 担 当 の 議 事 進 行 に よ り 、 渋 谷 （ 賢 ） 会 員 の 開 会 の こ
と ば で 開 催 さ れ た 。
１ . 第 ５ ２ 期 役 員 ・ 担 当 の 選 出 に つ い て

一 柳 総 務 担 当 よ り 第 ５ ２ 期 役 員 ・ 担 当 の 選 出 の 報 告 が な さ
れ 、 承 認 を 得 た 。

２ .第 ５ １ 期 会 計 報 告 に つ い て
一 柳 総 務 担 当 よ り 別 紙 「 第 ５ １ 期 決 算 報 告 書 」 の と お り 報 告
が な さ れ 、 承 認 を 得 た 。

３ . 第 ５ ２ 期 収 支 予 算 書 に つ い て
一 柳 総 務 担 当 よ り 別 紙 「 第 ５ ２ 期 収 支 予 算 書 」 の と お り 報 告
が な さ れ 承 認 を 得 た 。

４ . 涌 井 会 長 よ り 会 長 挨 拶 と 第 ５ １ 期 活 動 総 括 及 び 第 ５ １ 期 活
動 の 報 告 が な さ れ た 。

５ .第 ５ １ 期 表 彰 の 受 賞 者 発 表 ・ 表 彰 に つ い て
第 ５ １ 期 表 彰 の 受 賞 者 発 表 が あ り 、 各 受 賞 者 に 涌 井 会 長 か ら
表 彰 状 ・ 副 賞 を 手 渡 さ れ 表 彰 さ れ た 。

す べ て の 議 事 が 終 了 し 、 引 き 続 き 宮 崎 会 員 の 閉 会 の こ と ば を も
っ て 、 第 ５ １ 期 定 期 総 会 は 終 了 し た 。

懇 親 会
日 時 ： 令 和 ５ 年 １ 月 ２ ９ 日 （ 日 ） 午 後 ３ 時 ３ ０ 分 ～ ５ 時 ３ ０ 分
場 所 ： 立 川 ビ ア ホ ー ル

今 年 は 渋 谷 （ 賢 ） 会 員 に 設 営 し て い た だ い た 立 川 ビ ア ホ
ー ル で 行 い ま し た 。 ３ 年 ぶ り の 懇 親 会 に し ば ら く ぶ り に
お 会 い し た 会 員 同 士 で 話 し が 弾 み 、 食 も ア ル コ ー ル も 進
み 賑 や か な 懇 親 会 に な り ま し た 。

会 務 報 告
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第 ５ １ 期 決 算 報 告 書

自 2022(R4)年 1月 1日
至 2022(R4)年 12月 31日

会 計

収 入

前期繰越金 ８０４,７１９

年会費 ４６,５００

利息 ６

計 ８５１,２２５

支 出

会報作成費 ２５,０３４

ＨＰ管理費 ５０,０００

会議室使用料 ２, ５００

リーダー保険 ３５,２８０

芋煮会補助 ２７,１１６

表彰副賞 ２４,０００

事務通信費（事務用品、振込料など） ２,８６１

東京都山岳連盟分担金 ２０,０００

次期繰越金 ６６４,４３４

計 ８５１,２２５

上記のとおり報告いたします。
2023(R5)年 １ 月 １ 日

総 務 担 当 一 柳 昭
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第 ５ ２ 期 収 支 予 算 書

自 2023(R5)年 １ 月 1日
至 2023(R5)年 12月 31日

会 計

収 入

前 期 繰 越 金 ６６４,４３４
会 費 （ ５ 年 度 分 ） ４８,０００
会 費 （ ６ 年 度 分 ） ９０,０００

計 ８０２,４３４

支 出

会 報 作 成 費 ２５,０００

Ｈ Ｐ 管 理 費 ４０,０００

会 議 室 使 用 料 ７,５００

リ ー ダ ー 保 険 ３５,０００

行 事 補 助 （ 芋 煮 会 ） １５,０００

表 彰 副 賞 ２４,０００

事 務 通 信 費（ 事 務 用 品 、送 料 な ど ） ５,０００

創 立 ５ ０ 周 年 事 業 費 ５０,０００

東 京 都 山 岳 連 盟 分 担 金 ２０,０００

次 期 繰 越 金 ５８０,９３４

計 ８０２,４３４
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５ １ 期 活 動 ま と め
涌井 良明

１ ． 山 行
2 0 2 2 年 の 5 1 期 も コ ロ ナ 禍 が 収 ま る 気 配 は 見 せ ず 連 日 の 感

染 情 報 に 振 り 回 さ れ た 年 だ っ た よ う で す 。
当 会 の 活 動 に つ い て は 、 前 年 の 反 動 ？ も あ っ た の か 意 外

と 活 発 に 活 動 で き た の で は と 思 い ま す 。 会 員 の 減 少 も 続 く
な か で 、 計 画 ５ ０ 回 、 実 施 ４ ２ 回 と 従 来 に 近 い 活 動 が で き
た の は 、 計 画 さ れ た 各 リ ー ダ ー を は じ め 参 加 い た だ い た 会
員 の 皆 様 に 改 め て 感 謝 申 し 上 げ る 次 第 で す 。

尤 も ト ッ プ シ ー ズ ン の ８ 月 、 ９ 月 で は 週 末 に な る と 天 気
が 崩 れ る よ う な こ と も あ っ て 中 止 に 追 い 込 ま れ た 計 画 も あ
り ま し た 。

コ ロ ナ な の 収 束 も 見 通 せ な い 中 で 、 当 会 の 高 齢 化 や 新 た
な 会 員 の 獲 得 な ど は 厳 し い 状 況 は 続 く こ と に な る で し ょ う 。
そ れ で も 一 人 一 人 が 自 分 の や れ る こ と を コ ツ コ ツ と 続 け て
会 に 協 力 す る こ と が 会 の 歩 み と な っ て 継 続 し て い け る と 思
い ま す 。

山 行 に つ い て も 、 リ ー ダ ー 以 外 の 方 か ら の 計 画 案 や ス ポ
ッ ト で の 担 当 リ ー ダ ー 制 な ど も 取 り 入 れ な が ら 活 動 に も 幅
を も た せ て い け れ ば 良 い と 考 え て い ま す 。

会 員 の 皆 様 に も 改 め て ご 協 力 い た だ き た く お 願 い い た し
ま す 。

当 会 は 山 が 好 き で 集 っ て い る 仲 間 の ク ラ ブ で す 。 当 会 も
以 前 と は 行 先 や 山 行 内 容 は 変 わ っ て い く の は 仕 方 な い と 思
え ま す が 、 こ れ か ら も 出 来 る だ け 長 く 山 や 自 然 の な か で 遊
ば せ て も ら お う で は あ り ま せ ん か 。

２ ． 行 先 ・ 難 易 度 等
５ １ 期 ( 2 0 2 2 年 ) は 行 先 地 域 は ２ ２ と な り 、 前 年 ＋ ９ と 行 先

の 幅 も 広 が っ た と 言 え る で し ょ う 。
難 易 度 に つ い て も ☆ ★ Ａ か ら ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ★ ★ ★ Ｃ ま で １ 4

パ タ ー ン と な っ て お り 、 行 先 選 び や 難 易 度 に つ い て も バ リ エ
ー シ ョ ン が 広 が っ て い ま す 。

担 当 リ ー ダ ー に 新 た に 加 わ っ て く れ た メ ン バ ー の 積 極 的
な 協 力 な ど も あ っ て 広 範 な 山 行 が 実 施 で き た の で は と 思 っ て
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い ま す 。
ご 承 知 の よ う に 当 会 で は 会 員 の 高 齢 化 も 進 ん で お り 、 そ

れ ら を 織 り 込 む 形 で 行 先 や 内 容 も 変 わ ら ざ る を 得 な い と 思 っ
て い ま す 。

難 易 度 に つ い て も 今 の 会 の 状 況 に 合 わ せ た 見 直 し も 必 要
な 時 期 に な っ て い る と 感 じ て い ま す 。

相 変 わ ら ず 、山 岳 で の 事 故 や 遭 難 の 記 事 が 目 に つ き ま す が 、
我 々 も 他 人 事 で は な い 意 識 で 心 し て 活 動 し た い と 思 い ま す 。

山 は 無 事 に 下 山 す る こ と が 最 優 先 事 項 と な る こ と を 忘 れ ず
に 、 自 然 の 中 で 楽 し む 山 歩 き を 続 け て い き ま し ょ う 。

３ ． 会 員 動 向
2 0 2 2 年 １ 月 現 在 で 、 ５ １ 期 に 入 会 さ れ た 方 、 退 会 を 申 し

出 ら れ た 方 は そ れ ぞ れ １ 名 と な っ て お り 、 会 員 数 は ３ ０ 名
と な っ て い ま す 。

昨 期 は コ ロ ナ 禍 で も あ り 、 会 へ の 問 合 せ も 殆 ど な く 会 員
の 動 き と し て は 静 か な 年 度 で し た 。 新 た に 仲 間 に な ら れ た
方 に は 積 極 的 に 会 山 行 に 参 加 し て 充 実 し た 山 歴 を 重 ね て い
た だ け れ ば と 思 い ま す 。

こ れ ま で に 退 会 さ れ た 方 々 と も 何 処 か の 山 で 再 会 で も 出
来 れ ば う れ し い で す ね 。

４ ． こ れ か ら ・ ・ ・
今 年 2 0 2 3 年 は 5 ２ 期 に な る わ け で す が 、 新 た に リ ー ダ ー に

手 を 挙 げ て い た だ い た 方 が 加 わ っ て も ら え る こ と に な り 、
徐 々 に や れ る 範 囲 か ら 会 山 行 を 引 っ 張 っ て い た だ け る こ と
を 期 待 し て い ま す 。

会 員 の 減 少 、 高 齢 化 な ど で こ れ か ら の 活 動 も 少 し ず つ シ
ュ リ ン ク し て い く か も 知 れ ま せ ん が 、 長 き に 亘 り 歴 史 を 刻
ん で い る こ ぶ し 会 で す 、 会 員 の 皆 様 の 手 を 借 り な が ら 自 分
た ち で 手 に 負 え る 山 歩 き で 皆 さ ん と 楽 し ん で い き た い と 思
い ま す 。

会 員 の 皆 様 方 も 計 画 立 案 そ の 他 手 伝 え る こ と で ご 協 力 い
た だ き ま す よ う よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。
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５ １ 期(2022.1.1～12.31）活 動 概 要

涌井 良明

① 山 行 計 画 通 番 No.３０４３ ～ No.３０９２ ５ ０ 計 画

宿泊を含む計画 １０ 日帰り ４０

前 期 (50期 )比 ＋ １ ９ 回

② 実 施 数 ４ ２ 回 （ 前 期 ＋ ２ ３ 回 ） 実 施 率 ８ ４ ％

③中 止 ８回（前期－5回 ※期日変更などの影響か）

④難易度(計画数）

難 易 度 ５１期 同難易度前期比

１ ☆★Ａ ２回 ─

２ ☆★★A １回 ─

３ ☆★★Ｂ ２回 ─

４ ☆☆★★Ａ ８回 ６回

５ ☆☆★★Ｂ ８回 ９回

６ ☆☆★★Ｃ １回 ─

７ ☆☆☆★Ａ １回 ─

８ ☆☆☆★★Ｂ １１回 １３回

９ ☆☆☆★★★Ｃ ３回 ─

10 ☆☆☆☆★★Ｂ ５回 ─

11 ☆☆☆☆★★★Ｂ ４回 ─

12 ☆☆☆☆★★★Ｃ ２回 ─

13 ☆☆☆☆☆★★Ｂ １回 ─

14 ☆☆☆☆☆★★★Ｃ １回 ─
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⑤計 画 地 域

地 域 ５１期 同 地 域 前 期 比

1 東 北 ２回 ─

2 日光(含周辺) ２回 ─

3 北関東 １回 ─

4 信越・頸城 １回 ─

5 上 越 ２回 ─

6 上 州 １回 １回

7 奥武蔵・比企・秩父周辺 ３回 ４回

8 奥秩父(含周辺) １回 ２回

9 奥多摩 ４回 ４回

10 多摩周辺 １回 ─

11 都 内 ２回 ─

12 中央沿線１(∼大月･道志付近) ４回 １１回

13 中央沿線２(大月以遠) ２回 １回

14 八ヶ岳(含周辺) １回 ２回

15 佐久･中信・信南 １回 ─

16 丹沢(含周辺) ９回 １回

17 富士周辺 ４回 ─

18 伊豆周辺（島含） １回 １回

19 南アルプス（周辺含) ３回 ─

20 中央アルプス(周辺含) １回 ─

21 北アルプス ３回 ─

22 九 州 １回 ─

以 上 ２ ２ 地 域 （ 前 ５ ０ 期 比 ＋ ９ 地 域 ）
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⑥山 行 参 加 者

５１期 ５０期 ４９期

参加者数 ２４０ １４７名 １５３名※

女 性
１５３ ８６名 ９４名

６３.７５％ ５８.５％ ６１.４％

男 性
８７ ６１名 ５９名

３６.２５ ４１.５％ ３８.６％

人／回 ４.８人 ７.７４人 ７.６５人

ゲスト参加者 ４ ０ ３名
※除くゲスト

⑦ 月 例 集 会 コ ロ ナ 禍 考 慮 で 実 施 せ ず 。

⑧ リーダー･役員会 コ ロ ナ 禍 考 慮 で 実 施 せ ず 。

⑨ ５１期入会者 １ 名 （ 津 田 和 子 さ ん ）

⑩ ５１期退会者 １ 名 （ 鈴 木 政 三 さ ん ）

⑪ 会 員 数 ３ ０ 名 （ ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 １ 日 現 在 ）

⑪表 彰 以 上 ４ 部 門 ５ 名 の 方 々 で す

こ ぶ し 会 賞 28Ｐ 石附 智江 山 行 13回 ／ 集 会 １ 回

山 行 達 成 賞 300回 石原 勝正 2022.12.10 矢倉岳

〃 100回 小村井 好枝 2022.10.22 芋煮会

リーダー功労賞 30回 伊藤 久雄 2 0 2 2 . 3 . 5 四阿屋山

〃 30回 峯川 弘子 2 0 2 2 . 4 . 2 高松山～シダンゴ山
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５１期山行 一覧

山行No. 日程 曜日 行先 ＣＬ 人数 参　加　者

3092 12/25 日
御岳山-日ノ出山-
つるつる温泉

瀧澤きよの 8
瀧澤きよの､石附智江､渋谷京子､中村友子､伊藤久雄､宮崎敏男､阿
部一郎､阿部みゆき

3091 12/18 日 高尾山 宮崎敏男 9
宮崎敏男､渋谷京子､石附智江､津田和子､白石恵美子､石原勝正､
伊藤久雄､白石佐恵、中村友子

3090 12/10 土 矢倉岳 峯川弘子 6
峯川弘子、石附智江、石原勝正、瀧澤きよの、宮崎敏男､阿部みゆ
き

3089 12/4 日 能仁寺～多峯主山 渋谷京子 12
渋谷京子、服部美千代、白石恵美子、小村井好枝、石附智江、瀧澤
きよの、白石佐恵、宮崎敏男、佐藤聡美、阿部一郎、阿部みゆき、
津田和子

3088 11/26→27 日 不老山 宮崎敏男 4 宮崎敏男、宇野輝代、石附智江、峯川弘子

3087 11/19 土 王岳～三方分山 峯川弘子 3 峯川弘子､石附智江、伊藤久雄

3086 11/13 日 三ノ塔 渋谷京子 4 渋谷京子、瀧澤きよの、児玉章、宮崎敏男

3085 11/5 日
日影山-シダンゴ山
(地図読み山行)

瀧澤きよの 7
瀧澤きよの、伊藤久雄、小名秀鋭、峯川弘子、宮崎敏男、阿部みゆ
き、津田和子

3084 10/29 土 大源太山 宮崎敏男 ? 降雪あったため岩道考慮して中止

3083 10/22 土 恒例　芋煮会 渋谷賢寿 19

渋谷賢寿、涌井良明､山崎富美恵､白石恵美子､小村井好枝､石附
智江､渋谷京子､伊藤久雄､石原勝正､徳山敬子､瀧澤きよの､石附恵
理子､峯川弘子､宮崎敏男､阿部一郎､阿部みゆき､斉藤実､津田和
子､(G石附智子)

3082 10/15-17 土-月 信越トレイル§4～6 涌井良明 6
涌井良明､石附智江､山崎富美恵、遠井兼策､徳山敬子、阿部みゆ
き

3081 10/9 日 笹尾根から大羽根山 渋谷京子 5 渋谷京子、石附智江、徳山敬子、阿部みゆき

3080 10/14-15 火-水 会津朝日岳 峯川弘子 2 峯川弘子、宇野輝代

3079 9/30-10/2 金ｰ日 双六岳・三俣蓮華岳 宮崎敏男 2 宮崎敏男、佐藤聡美

3078 9/11 日 麦草峠から高見石・ニュウ 渋谷京子 5 渋谷京子、石附智江、石原勝正、宮崎敏男、津田和子

3077 8/24-28 水-日
烏帽子岳～野口五郎
岳～水晶岳～赤牛岳

峯川弘子 × 天気ぐずつき模様予報で中止

3076 8/19-21 金ｰ日 鳥海山 宮崎敏男 3 宮崎敏男、石附智江､佐藤聡美

3075 8/14 土 竜ヶ岳 渋谷京子 ? 天気ぐずつき気味で中止

3074改 8/11-13 木-土 仙丈ヶ岳・甲斐駒ヶ岳 瀧澤きよの ? 台風８号影響考慮して中止

3073 7/30 土 日光白根山 宮崎敏男 5 宮崎敏男､石附智江､伊藤久雄､遠井謙策､佐藤聡美

3072 7/27-31 水-日
越百山～南駒ヶ岳～
空木岳・南木曽岳

峯川弘子 2 峯川弘子、徳山敬子

3071 7/22-24 金ｰ日 白馬三山 瀧澤きよの ? CL、天気他諸事情により中止

3070 7/19 日 甘利山～千頭星山 渋谷京子 ? 天気ぐずつきもようにより中止

3069 7/9-10 土-日 奥茶臼山 峯川弘子 4 峯川弘子、石附智恵、宇野輝代、徳山敬子

3068 6/25 土 美ヶ原 涌井良明 ? L諸事情により中止

3067 6/19 土 入笠山 渋谷京子 7
渋谷京子､山崎富美恵､遠井謙策､中村友子､伊藤久雄､徳山敬子､
ゲスト(津田和子)



- 44 -

3067 6/19 土 入笠山 渋谷京子 7
渋谷京子､山崎富美恵､遠井謙策､中村友子､伊藤久雄､徳山敬子､
ゲスト(津田和子)

3066 6/12 日 大源太山 宮崎敏男 ? 梅雨模様

3065 6/4 土 滝子山東稜 瀧澤きよの 5 瀧澤きよの、中村友子、小名秀鋭、、峯川弘子、阿部みゆき

3064 5/28 土 天城山 峯川弘子 2 峯川弘子、宇野輝代

3063 5/21 土 本仁田山～川苔山 瀧澤きよの 3 瀧澤きよの、阿部みゆき、斎藤実

3062 5/21 土 越前岳～呼子岳 峯川弘子 5 峯川弘子、石附智江、遠井謙策、石原勝正、宮崎敏男

3061 5/15 日 霞丘陵 渋谷京子 10
渋谷京子、福島政幸、小村井好枝、石附智江、渋谷賢寿、伊藤久
雄、石原勝正、徳山敬子、瀧澤きよの、佐藤聡美

3060 5/7 土 蕎麦粒山 宮崎敏男 2 宮崎敏男、石附智江

3059 4/30 土 古賀志山 瀧澤きよの 7
瀧澤きよの、石附智江、渋谷京子、伊藤久雄、徳山敬子、峯川弘
子、宮崎敏男

3058 4/23 土 石棚山～檜洞丸 峯川弘子 4 峯川弘子､遠井謙策､石原勝正､宮崎敏男

3057 4/17 日 富士見台～八王子城山 渋谷京子 7
渋谷京子、福島政幸、石附智江、中村友子、伊藤久雄、石原勝正、
滝澤きよの

3056 4/9 土 石老山～石砂山 瀧澤きよの 9
瀧澤きよの、石附智江、石原勝正、遠井謙策、中村友子、小名秀
鋭、峯川弘子、阿部みゆき、斎藤実

3055 4/2 土 高松山～シダンゴ山 峯川弘子 5 峯川弘子､宇野輝代・渋谷京子、遠井謙策、瀧澤きよの

3054 3/37 日 ミツバ岳～権現山 宮崎敏男 7
宮崎敏男、中村友子、石附智江、佐藤聡美、瀧澤きよの、峯川弘
子、小名秀鋭

3053 3/20 日 鐘撞堂山・円良田湖 渋谷京子 10
渋谷京子、若村貴世子、福島政幸、山崎富美恵、石附智江、石原勝
正、徳山敬子、滝澤きよの、宮崎敏男、斎藤実

3052 3/14-16 月－水
高千穂峰・霧島(韓国
岳)･開聞岳

宮崎敏男 5 宮崎敏男、石附智江、中村友子、徳山敬子、佐藤聡美

3051 3/5 土 四阿屋山 伊藤久雄 4 伊藤久雄、石附智江、遠井謙策、宮崎敏男

3050 2/26 土 杓子山～鹿留山 瀧澤きよの 5 瀧澤きよの、石附智江、峯川弘子、宮崎敏男、佐藤聡美

3049 2/23 水･祝 曽我丘陵 渋谷京子 12
渋谷京子、一柳昭、山崎富美恵、白石恵美子、石附智江、渋谷賢
寿、遠井謙策、中村友子、伊藤久雄、白石佐恵、峯川弘子、斎藤実

3048 2/12 土 石砂山～石老山 瀧澤きよの 7
瀧澤きよの､石附智江､渋谷京子､伊藤久雄､小名秀鋭､峯川弘子､宮
崎敏男

3047 2/6 日 宝登山 白石恵美子 7
白石恵美子､渋谷京子、中村友子、宇野輝代、白石佐恵、ゲスト(市
原清､市原安里子)

3046 1/29 土 雲龍渓谷 瀧澤きよの 4 瀧澤きよの、中村友子、小名秀鋭、宮崎敏男

3045 1/23 日 南山～宮ヶ瀬湖　（L変更） 瀧澤きよの 5 瀧澤きよの、福島政幸、石附友江、峯川弘子、宮崎敏男

3044 1/16 日 柴又七福神 一柳昭 10
一柳昭、若村貴世子、若村勝昭、涌井良明、石附智江、渋谷賢寿、
渋谷京子、伊藤久雄、瀧澤きよの、宮崎敏男

3043 1/9 日 赤城山（黒檜山～駒ヶ岳） 瀧澤きよの 2 瀧澤きよの、伊藤久雄
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51期（2022.1.1～12.31）個人別サマリー

会員 51期
No. ポイント 51期 通算 51期 通算

1 557 石 附 智 江 26 26 350 ─ 80
2 623 宮 崎 敏 男 22 22 127 ─ 51
3 607 瀧 澤 き よ の 20 20 186 ─ 64
3 614 峯 川 弘 子 20 20 84 ─ 8
5 565 渋 谷 京 子 15 15 290 ─ 87
6 570 伊 藤 久 雄 13 13 337 ─ 51
7 598 徳 山 敬 子 10 10 141 ─ 23
7 633 阿 部 み ゆ き 10 10 33 ─ 3
9 568 遠 井 謙 策 9 9 132 ─ 34
9 569 中 村 友 子 9 9 309 ─ 84
9 576 石 原 勝 正 9 9 300 ─ 84
12 624 佐 藤 聡 美 8 8 30 ─ 4
13 577 宇 野 輝 代 6 6 176 ─ 39
13 599 小 名 秀 鋭 6 6 122 ─ 12
15 545 山 崎 富 美 恵 5 5 208 ─ 25
15 638 斎 藤 実 5 5 7 ─ 0
17 527 福 島 政 幸 4 4 74 ─ 21
17 546 白 石 恵 美 子 4 4 335 ─ 78
17 564 渋 谷 賢 寿 4 4 172 ─ 57
17 639 津 田 和 子 4 4 4 ─ ─
21 529 涌 井 良 明 3 3 386 ─ 93
21 555 小 村 井 好 江 3 3 101 ─ 31
21 609 白 石 佐 恵 3 3 53 ─ 14
24 263 若 村 貴 世 子 2 2 329 ─ 24
24 475 一 柳 昭 2 2 369 ─ 66
24 632 阿 部 一 郎 2 2 26 ─ 2
27 426 若 村 勝 昭 1 1 260 ─ 13
27 468 服 部 美 千 代 1 1 87 ─ 5
27 608 石 附 恵 理 子 1 1 47 ─ 9
27 616 児 玉 章 1 1 19 ─ 8
31 536 鈴 木 政 三 0 0 113 ─ 46
─ ― Guest 4 4 ― ─ ─

山行 集会
順 氏  名
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会山行難易度改定（案）

◆ 要 素 １ 基 本 条 件
レベル 歩行／日 最大標高差（目安）

☆ ０～２時間程度 ０～１００㍍

☆☆ ２時間 ～ ３時間程度 １００～４００㍍

☆☆☆ ３時間 ～ ５時間程度 ４００～６００㍍

☆☆☆☆ ５時間 ～ ７時間程度 ６００～８００㍍

☆☆☆☆☆ ７時間以上 ８００㍍以上

◆ 要 素 ２ 道標・道型・藪・岩・痩せ尾根・高度感 etc.

レベル 技術・危険度

★
行程中自然状況に起因するリスクなどを考慮しなくて良い。
(街路､遊歩道、林道等が中心のウォーキング､芋煮会等）

未 舗 装 林 道 、 遊 歩 道 、 導 標 等 整 備 が 行 き 届 い て い る
★★ 登山 道の行程

(丘陵、低山、道迷いリスクの少ない里山、トレイル、など)

導標等比較的整備されている登山道、短い岩場(ロープ･鎖設

★★★
置含）、荒れ気味の登山道や未整備道の通過、藪の通過など
が含まれる。 但し積雪時には技術度が上がる可能性もある。
(一般対象のガイドブック記載の行程と同程度の経過）

岩 場 ､藪 ､痩 せ 尾 根 な ど 通 過 に 山 岳 経 験 や 技 術 を 必 要
と さ れ る 個 所 が 複 数 あ り 、 一 部 三 点 支 持 を 要 求 さ れ

★★★★ る な どの 箇 所も 含ま れる 。
(無 雪 期 の 、 南 ･北 ･中 央 ア ル プ ス 縦 走 ､南 八 ヶ 岳 縦 走 ､
越後 ･会津な ど の 縦 走 、 テ ン ト 泊 な ど ）

上記★★★★より多くの頻度で転･滑落､落石の危険､ま

★★★★★
たは谷筋､崩壊地の通過などの危険リスクが想定される
計画。
(槍ケ岳∼切戸∼穂高､唐松岳∼白馬岳、積雪期の八ヶ岳等)

※ 上記の他、当該計画での特記事項があれば簡潔に追記する。

●上記改訂案について、会員各位ご意見や考えがあれば早めにご連絡ください。
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら 1

かなえたい夢 １４座の先に
世界8000㍍峰全制覇へ王手 登山家・渡辺直子

山 を め ぐ っ て は 、 言 い 古 さ れ た 一 つ の 問 い が あ る 。
な ぜ 、 登 る の か ？
「 そ こ に 山 が あ る か ら 」 の 名 文 句 で 知 ら れ る の は 、 1924年 に 最

高峰エ ベレス ト （ 8848㍍ ） で 消 息 を 絶 っ た 英 国 の 登 山 家 、 ジ ョ ー
ジ ・マ ロリ ー だ 。

99年 後 の い ま 、 登 山 家 ・ 渡 辺 直 子 の 答 え は こ う だ 。
「 だ っ て 、 楽 し い ℃ や な い で す か 」

世 界 に は 8千 ㍍ を 超 え る 山 が 14座 あ る 。 41歳 の 渡 辺 は こ れ ま で 13
座の頂 上に立 っ た 。あ と 一 つ 。中 国 に そ び え る 世 界 第 14位 の 高 峰 、
シシ ャ パン マ （ 8027㍍ ）． を 残 す の み と な っ た 。

初 め て 山 に 魅 了 さ れ た 日 の 記 憶 は 、 今 も 鮮 明 だ 。
「 引 っ 込 み 思 案 で 、 一 い つ も 障 れ て い る よ う な 子 だ っ た 」 と い

う小学 4年 の時 。 地 元 ・ 福 岡 の NPO法 人 が 主 催 す る 野 外 活 動 に 参 加
し 、真 冬の 八 ヶ岳 （ 硫 黄岳 ＝ 2760㍍ ） に 登 っ た 。
「 こ ん な に き れ い な 世 界 が あ る ん だ 、 つ て 」

背 が 低 く 、 運 動 神 経 も よ く な か っ た 。 た だ 、 雪 山 で は 不 思 議 な
ほど強かった。

山は知らなかった自分に会える場所 日本の子たちにヒマラヤ体験を

「 山 で は 変 わ る っ て い う か 、 男 の 子 に も 負 け な く な る 」。 学 校
でつ らいい じめ も 経 験 し た が 、 山 に 居 場 所 が あ っ た か ら 耐 え ら れ
た 。

「 山 っ て 、 知 ら な か っ た 自 分 に 会 え る ん で す 。 極 限 の 申 で 、 次
はどん な自 分が 出 て く る の か 」 NPOの 仲 間 と 登 山 を 続 け 、 24歳
の 時 、初 めて の 8千 ㍍ 峰 とな る 世 界 6位 の チ ョ ー オ ユ ー （ 8201㍍ ）
登 頂 に 成功 し た 。
楽 し さ の 一 方 で 、 虫 干 ㍍ 蜂 は 命 に 関 わ る 舞 台 で も あ る 。 実 際 、 死
の 淵 を の ぞ い た こ と が あ る 。 2011年 5月 。 エ ベ レ ス ト の 頂 上 ア タ
ッ ク の日 だっ た 。

山 頂 の 手 前 150㍍ ぼ ど の と こ ろ で 、 天 気 が 急 変 。 同 行 者 を 説 得
し 、撤退を 決断 し た 。 同 じ タ イ ミ ン グ で ア タ ッ ク し た 別 部 隊 の 日
本 人 は少 し 先ま で行 っ た 末 、帰 ら ぬ 人 と な っ た 。

山 の 難 度 は 、 標 高 と 必 ず し も 比 例 し な い 。 8千 ㍍ を 超 え る よ う な
名 峰では 、費用 さ え 負 担 す れ ば シ ェ ル パ の 手 厚 い サ ポ ー ト も 受 け
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ら れ る 。エ ベレ ス トは 今 、季 節 と ル ー ト を 選 べ ば 登 頂 は さ ほ ど 難
し く な く なっ た 。

た だ し 、 費 用 は 高 い 。 知 人 に 格 安 で サ ポ ー ト し て も ら っ て も 、
「 これまで に〝 億 ″ は 使 っ て ま す よ 」。

多 額 の 遠 征 費 は 主 に 看 護 師 の 仕 事 で 捻 出 し て き た 。 大 学 病 院 に
勤めた こと もあ っ た が 、 遠 征 の 度 に 退 職 す る の が 手 間 で 今 は 派 遣
だ 。遠 征 中の 家 賃が も っ たい な く て 昨 春 、 川 崎 市 の 賃 貸 マ ン シ ョ
ン を 引き 払 っ た 。カ プ セ ルホ テ ル を 転 々と し な が ら 、 貯 金 す る 日
々 を 送 って い る 。

40歳 を 過 ぎ て 、． 将 来 が 不 安 に な る こ と は ？ そ ん な 質 問 に は
笑顔 で首を 横に 振 っ た り 看 護 師 の 経 験 が 背 中 を 押 す と い う 。

「 白 覚 症 状 も な い の に 、 い き な り 余 命 を 告 げ ら れ る 人 が い る ん
で す 」。あ れ も や っ て い な い 、 こ れ も や り た か っ た － 。 志 半 ば で
逝 く 人た ち を見 てき た か らこ そ 、渡 辺 は「 今 」を 生 き た い と 患 う 。

「 毎 日 を 大 切 に 生 き て 、 や り た い こ と を や っ て 。 そ れ で 短 い 人
生だっ たと して も 、 悔 い は あ り ま せ ん 」 決 し て 日 本 の ト ッ プ ク
ラ イマ ー では な い 。も っ と高 度 な 挑 戦 を す る 登 山 家 は 大 勢 い る 。
か な えた い 夢 は 、14座 の 先 にあ る 。

「 山 に 登 っ て 、 私 は ど ん ど ん 変 わ っ た 。 そ ん な 楽 し い 経 験 を い
ろ ん な 人 に し て ほ し い 」。 ネ パ ー ル に 住 ん で 、 招 い た 日 本 の 子 ど
も た ち に ヒ マ ラ ヤ を 体 験 さ せ た い と い う 。「 安 心 し て 任 せ て も ら
う に は 実 検が 必 要 。
だ か ら 14座 」 登 山 許 可 が 下 り 次 第 、 シ シ ャ パ ン マ に 挑 む 。「 た
ぶん（14座で）一番難しい」。極限にいる自分を想像して、渡辺はま
た笑った。 （吉永岳央）

世界12位の高峰､ブロードピーク(8501
㍍)に登る渡辺直子
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山 関 連 記 事 ・ 情 報 か ら ２

消 え ゆ く 樹 氷 北 か ら 南 か ら

温暖化 気象条件そろう地狭まる
山 形 、 宮 城 県 境 の 蔵 王 連 峰 の 冬 を 象 徴 す る 樹 氷 は か つ て 、 北 海 道

から石 川県 まで の 広 い 範 囲 で 見 ら れ た こ と が わ か っ て き た 。
樹 氷 研 究 者 に よ れ ば 、 気 候 変 動 （ 温 暖 化 ） の 影 響 で 、 分 布 範 囲 が 南
北から それ ぞれ 狭 ま っ て き た と い う 。

樹 氷 は 冬 で も 葉 の 落 ち な い 常 緑 針 葉 樹 に 雪 氷 が 付 着 し 、 怪 獣 の よ
うな塊 に見 える こ と か ら 「 ア イ ス モ ン ス タ ー 」 と も 呼 ば れ る 。 世 界
的 にも 珍し く 、国内 で は 蔵王 の ほ か 、八 甲 田（ 青 森 県 ）、八 幡 平（ 岩
手 県 ）、森 吉山 （ 秋 田 県 ）、吾 妻 山 （ 福島 県 、 山 形 県 ） の 東 北 地 方 の
山 岳 地 帯で 見 ら れる 。

山 形 大 蔵 王 樹 氷 火 山 総 合 研 究 所 の 柳 沢 文 孝 名 著 教 授 は 、 写 真 や 文
献をも とに 過去 に 樹 氷 が 見 ら れ た 場 所 の 調 査 を 進 め て き た 。 そ の 結
果 、 1960年 前 後 まで は 東北 地 方 以 外 に も 広 が り 、 北 海 道 か ら 石 川 県
ま で の日 本 海か ら 50～ 60㌔内 陸 に 分布 し て い た と い う 。

最 北 は 北 海 道 ・ 北 見 山 地 の ピ ヤ シ リ 山 だ 。 著 書 「 日 本 百 名 山 」 で
知られ 、樹 氷に 詳 し い 作 家 の 深 田 久 弥 （ 1903～ 71） が 41年 12月 に 登
り 、「 山 頂 の 東 側に そ ろ っ た 大 き な 原 に 、 見 渡 す 限 り 樹 氷 が 群 立 し
て い るの を 見 て 、目 を お どろ か せ た こ とが あ る 」 と 書 い て い る 。 札
幌 市 南 区定 山 渓 の 無 意根 山 と 長 尾 山は 、樹 氷 の 写 真 が残 さ れ て い た 。

富 山 県 の 上 ノ 岳 （ 北 ノ 俣 岳 ） は 1923（ 大 正 12） 年 の 写 真 が 見 つ か
っ た 。 こ れま で に 確 認 さ れ た 最 古 の 写 真 は 、 そ の 2年 前 の 21年 に 慶
応 大 山岳 部 が蔵 王で 撮 影し た も の で 、 そ れ に 次 ぐ 古 さ だ 。

長 野 県 の 志 賀 高 原 と 菅 平 は 写 真 で 、 新 潟 県 の 巻 機 山 は 植 物 学 者 の
1936年 の談話 で 樹 氷 が あ っ た と 判 断 し た 。最 も 南 は 石 川 県 の 白 山 で 、
2018年 1月 の 写真 で 確認 し た 。

樹 氷 が で き る に は 零 下 10～ 15度 の 低 温 、 2～ 3㍍ の 積 雪 、 北 西 や 西
からの 強風（ 風 速 10～ 15㍍ ） な ど の 条 件 が 必 要 だ 。 雪 が 多 す ぎ る と
針 葉樹 その も の がす っぽ り 埋 ま っ て し ま う た め 、 条 件 を 満 た す 標 高
は 北 に行 く ほど 低 く な る とい う 。
札 幌 管 区 気 象 台 に よ る と 、 北 海 道 の 平 均 気 温 は 2020年 ま で の 100年

間に約 1・ 6度 上 昇 し た 。 柳 沢 名 著 教 授 は 「 地 球 温 暖 化 で 条 件 に 会 う
標 高は 上昇 し 、北 海 道 では 気 象 条 件 に 合 う 針 葉 樹 も な く な っ た 。 東
北 地 方に は いず れ も あ るの で 見 ら れ るが 、こ の ま ま 温 暖 化 が 進 め ば 、
今 世 紀末 に 国 内で ア イ ス モ ン スタ ー を 見 る の は 難し く な る 」と 話 す 。
東北地方以外では長野県では気温が低下した年にできることがあ る。
白山では12月後半～1月前半に降雪が少ない条件下で雪山を長い時間歩
くことができれば見られる可能性があるという。
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食害で立ち枯れ追い打ち 蔵王
蔵王 連峰の 標高1300～ 1700㍍に は、樹氷ができ るオオシラピソ（ 別

名アオモリトドマツ）の森林が広がっているが、樹氷も林も状況は危
機的だ。

樹 氷 は 1940年 ご ろ に は 標 高 1300㍍ 以 上 で 12月 後 半 ～ 4月 初 め が 見
ごろ だった 。近 年 は 標 高 1600㍍ 以 上 で な け れ ば 観 測 で き な い 。
見 ご ろ も 1月 後 半 ～ 2月 前 半 に な り 、 分布 範囲 は 4分 の １ ほ ど に 減 っ
た 。

山 頂 付 近 で は 13年 、 ガ （ ト ウ ヒ
ツ ヅ リ ヒ メ ハ マ キ ） の 幼 虫 が オ オ
シ ラ ピ ソ の 葉 を 食 い 荒 ら し 、 16年
に は 木 の 内 部 を 甲 虫 の キ ク イ ム シ
が 食 い 荒 与 し た 。 山 形 市 の 蔵 王 ロ
ー プ ウ エ イ 地 蔵 山 頂 駅 （ 標 高 1661
㍍ ） 周 辺 では立 ち 枯 れ が 目立 つ 。
ガ の 大 繁 殖 に は 観 光 用 ラ イ ト ア ッ
プが影響し た と の 指 摘 も あ っ た が 、
柳 沢 名 書 教 授 は 「 食 害 は 下 か ら 順
番 で は な く 、 地 蔵 山 頂 駅 の 周 辺 に
広 が って い る た め関 係 ない 。た だ 、
卵 が 靴 な ど で 運 ば れ た 可 能 性 は 考
え ら れる 」と 話 す 。
90年 代 以 降 に 中 国 方 面 か ら 飛 来 し
た 大 気 汚 染 物 質 で 土 壌 の 酸 性 化 が
進 ん だ こ と が 木 が 衰 え た 一 因 と み
ら れ ると い う 。

オ オ シ ラ ピ ソ 林 は 国 定 公 園 の 将
別 保 護 地 区 に あ り 、 林 野 庁 は 再 生

に 向け た試 みを 始め て い る 。 森 林 総 合 研究 所 は試 験 移植 の 技術 指 導
を し 、 ガの 発 生 状況 も 調 べて い る 。

山 形 県 は 貴 重 な 観 光 資 源 の 樹 氷 復 活 に 向 け 、 3 月 に 官 民 連
携 の 組 織 を 発 足 さ せ る 。 県 み ど り 自 然 課 の 担 当 者 は 「 温 暖 化
が 進 め ば 樹 氷 が で き る 環 境 そ の も の が 失 わ れ る 。 保 全 と 再 生
に 協 力 す る と と も に 、足 元 の 生 活 を 見 直 し 、 樹 氷 を 次 の 世 代 に 受
け 継 ぎ た い 」 と寄 す。 （坂田達郎）

地球温暖化
気 象 庁 に よ る と 、 日 本 の 平 均 気 温 は 100年 あ た り 1． 3度 の 割 合

で 上 昇 。 有 効 な 対 策 を 取 ら な け れ ば 、 今 世 紀 末 の 年 平 均 気 温 は 20
世 紀 末 よ り 4． 5度 上 昇 す る と さ れ る 。

2015年 12月 の 国 連 気 候 変 動 枠 組 み 条 約 締 約 国 会 議 （ COP21） で
採 択 さ れ た パ リ 協 定 は 、 産 業 革 命 前 か ら の 気 温 上 昇 を 1． 5度 に 抑
え る こ と を 目 標 に 掲 げ る 。 二 酸 化 炭 素 な ど の 温 室 効 果 ガ ス の 大 幅
な 削 減 が 必 要 で 、 今 世 紀 半 ば ま で に 排 出 を 「 実 質 ゼ ロ 」 に す る 必
要 が あ る と さ れ る 。 日 本 政 府 は 20年 、 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 を 50年
に 実 質 ゼ ロに す る「 カ ーボ ン ニ ュー ト ラ ル 」の 実 現 を 目標 に 掲 げ た。
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前 号 (No .３ ８ ２ ～ ３ ９ ２ の 解 答 と 解 説 ）

Q.３８２ 【 正 解 】 １．松濤 明

【 解 説 】 1949年1月に槍ヶ岳北鎌尾根でパートナーである有元克己と共に遭難
した際に死の直前まで書き続けた遺書としても有名な山岳文である。

２．加藤文太郎＝大正から昭和にかけて活躍した、兵庫県出身の
登山家。複数の同行者が協力し、パーティーを作って登るの
が常識とされる山岳界の常識を覆し、単独行によって数々の
登攀記録を残した。数年来のパートナーであった吉田富久と
共に槍ヶ岳北鎌尾根に挑むが猛吹雪に遭い天上沢で30歳の生
涯を閉じる。新田次郎の小説『孤高の人』のモデル

３．芳野満彦＝RCC IIの創立同人。東京都荒川区生まれ。17歳の
とき八ヶ岳赤岳で遭難、両足指をすべて欠くが、不屈の精神
で登山を続けた。1957年（昭和32年）3月の前穂高岳IV峰正
面壁積雪期初登攀など多くの初登攀を記録。1965年（昭和40
年）、渡部恒明とともにマッターホルン北壁の日本人初登攀
を達成し、アルプスの岩峰への先鞭をつけた。新田次郎の小
説『栄光の岩壁』の主人公のモデルである。

４．山田昇＝群馬県沼田市生まれの登山家。8,000m峰14座のうち
9座に12回登頂しています。1989年、マッキンリー登攀中に
不慮の遭難死。

Q.３８３ 【 正 解 】 ３．モンテローザ

【 解 説 】 モンテローザ イタリア・スイス国境にあり、アルプスで2
番目に高く、スイスの最高峰。複数峰の山群の名称で、最高
点はイタリア側にある標高4,634㍍のプンタ・デュフール（デ
ュフ ール峰 、伊 ：Punta Dufour、仏：Pointe Dufour）。 イタ
リア側はピエモンテ州、スイス側はヴァレー州。

１ .マ ッ タ ー ホ ル ン (4478㍍ )＝ 言 わ ず と 知 れ た ス イ ス 、 イ
タ リ ア 国 境 に あ る 。 ス イ ス 側 山 麓 の ツ ェ ル マ ッ ト は こ
の 山 が あ る た め に 世 界 一 ？ 有 名 な 山 岳 観 光 地 と な っ て
い る か ？

２ .ヴ ァ イ ス ホ ル ン (4505㍍ )＝ ツ ェ ル マ ッ ト の 北 、 マ ッ タ
ー ホ ル ン の 北 北 東 に 位 置 す る 、 ヴ ァ レ ー 州 に あ る 。

４ .グ ラ ン ・ コ ン バ ン (4 3 1 4㍍ )＝ ス イ ス 中 南 部 、 ア ル プ
ス 中 部 の ワ リ ス ・ ア ル プ ス 山 群 西 部 の 高 峰 。 最 高 峰 グ
ラ フ ネ ー ル (431 4㍍ )を は じ め 4000㍍ 峰 三 峰 か ら な る 。

山 々 雑 学 講 座
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Ｑ.３８４ 【 正 解 】 １．花崗岩

【 解 説 】 花 崗 岩 ＝ マ グ マ が 地 表 に 出 ず に 固 ま っ て い る も の 。 石 英 と
長 石 が 主 体 の 深 成 岩 の 一 つ 。 建 材 で は 御 影 石 と 呼 ば れ る 、
山 岳 域 で 花 崗 岩 は 広 く 分 布 し て い て 一 般 的 に 見 ら れ る も の
で あ る 。 山 肌 が 白 く 見 え る な ど は 花 崗 岩 が 細 か く 粒 状 に 堆
積 し て い る こ と が 多 い。

２．蛇 紋 岩 ＝ 岩 石 の 表 面 に 蛇 の よ う な 紋 様 が 見 ら れ る こ と
か ら 、 蛇 紋 岩 と 命 名 さ れ た 。 脆 弱 な 断 層 構 造 な ど で 広 く
分 布 す る 。風 化 作 用 を 受 け や す く 、も ろ く て 崩 れ や す い。

３．石 灰 岩 ＝ ド ロ ミ テ 山 群 の 主 成 分 は 石 灰 岩 で あ る が 、 マ
グ ネ シ ウ ム を 含 む 苦 灰 石 と 呼 ば れ る 特 徴 を も つ 岩 石 が 主
成 分 で あ る 。

４．チ ャ ー ト ＝ 堆 積 岩 の 一 種 。 主 成 分 は 二 酸 化 ケ イ 素 （ SiO
2、 石 英 ） で 、 こ の 成 分 を 持 つ 放 散 虫 ・ 海 綿 動 物 な ど の
動 物 の 殻 や 骨 片 （ 微 化 石 ） が 海 底 に 堆 積 し て で き た 岩 石
チ ャ ー ト に は 様 々 な 色 の も の が あ る 。非 常 に 硬 い 岩 石 で 、
層 状 を な す こ と が 多 い 。 釘 な ど で 削 っ て も ほ と ん ど 傷 が
つ か な い。

Ｑ.３８５ 【 正 解 】 １ ． 春 － 【 山 笑 う 】
２ ． 夏 － 【 山 滴 る 】
３ ． 秋 － 【 山 粧 う 】
４ ． 冬 － 【 山 眠 る 】

Ｑ.３８６ 【 正 解 】 ２ ． 双 耳 峰
【 解 説 】 谷 川 岳 の 耳 ふ た つ 、 鹿 島 槍 ヶ 岳 な ど が 特 徴 的 だ ろ う 。

Ｑ.３８７ 【 正 解 】 ２．ザイテングラード

【 解 説 】 S e i t e n g r a t { G } そ く り ょ う 【 側 稜 】
岩 壁 の 支 尾 根 。 主 岩 稜 に た い す る 側 岩 稜 。 【 グ ラ ー
ト 】 Gra t {G}氷 河 の 侵 食 に よ っ て で き た 、 痩 せ た (横 幅 が 狭 い )
岩 尾 根 。
涸 沢 か ら 白 出 乗 越 へ は 、 そ れ が 固 有 名 詞 に な っ て い る 。

１ .モ レ ー ン （ mora ine、 堆 石 、 氷 堆 石 ） と は 、 氷 河 が 谷 を
削 り な が ら 時 間 を か け て 流 れ る 時 、 削 り 取 ら れ た 岩 石
・ 岩 屑 や 土 砂 な ど が 土 手 の よ う に 堆 積 し た 地 形 の こ と

３ .切 り 立 っ た 岩 壁 に は さ ま れ た 峡 谷 が 呼 ば れ る 。 フ ラ ン
ス 語 で 「 の ど 」 と い う 意 味 （ 仏 : gorge。 の ど の よ う に
狭 く な っ て い る と こ ろ か ら ）。 大 規 模 な も の は キ ャ ニ オ
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ン と 呼 ば れ る 。 ア メ リ カ 合 衆 国 の グ ラ ン ド ・ キ ャ ニ オ
ン （ 大 峡 谷 ） な ど が 有 名

４ .建 築 構 造 の 一 つ で あ り 、 建 物 本 体 を 構 成 す る 主 壁 に 対
し て 直 角 方 向 に 突 き 出 し た 補 助 的 な 壁 の こ と 。控 (ひ か )
え 壁 (か べ )の 意 味
登 山 で 用 語 で は 山 頂 や 稜 線 に 向 か っ て そ れ を 支 え る よ

う に 切 り 立 っ て い る 岩 壁 。 胸 壁 。「 北 岳 ― 」

Ｑ.３８８【 正 解 】 1．ヘルンリ尾根

【 解 説 】 東 壁 ・ 北 壁 に 挟 ま れ た 尾 根 で 末 端 部 に 登 山 基 地 の ヘ ル ン リ
小 屋 が あ り 、 登 山 の 取 付 き か ら 一 気 に 垂 直 に 近 い 岩 稜 を 登
る 、 4003㍍ の ソ ル ヴ ェ イ 小 屋 (緊 急 避 難 用 )を 経 て 北 壁 に 回
り 込 ん で 頂 稜 に 至 る ル ー ト で あ る 。
2.フ ル ッ ケ ン 尾 根 ＝ 東 壁 と 南 壁 に 挟 ま れ た 尾 根 で イ タ

リ ア 側 か ら の ル ー ト で 東 壁 に 回 り 込 ん で 頂 稜 に 至 る
ヘ ル ン リ 尾 根 よ り 困 難 度 高 い 。

3.リ オ ン 尾 根 ＝ 西 壁 と 北 壁 に 挟 ま れ た 尾 根 で 、 ウ ィ ン パ ー
ら の ３ 日 後 に J.A.カ レ ル ら の パ ー テ ィ が 登 頂 し た。

４.ツ ム ッ ト 尾 根 ＝ 西 壁 と 北 壁 に 挟 ま れ た 尾 根 尾 根 で 、 1879
年 ア ル バ ー ト ･F･マ マ リ ー (英 登 山 家 )ら に よ っ て 初 登 頂 さ
れ た。

Ｑ.３８９ 【 正 解 】 ２ ． 蛇 紋 岩
【 解 説 】 岩 石 の 表 面 に 蛇 の よ う な 紋 様 が 見 ら れ る こ と か ら 、 蛇 紋

岩 と 命 名 さ れ た 。 201 6年 5月 10日 に 日 本 地 質 学 会 に よ っ
て 「 岩 手 県 の 岩 石 」 に 選 定 さ れ た 。
か ん ら ん 岩 な ど が 水 と 反 応 し 、 蛇 紋 岩 化 作 用 （ も し く は
蛇 紋 石 化 作 用 ） を 受 け る こ と で 生 成 す る 。 蛇 紋 岩 は 地 質
的 に 脆 弱 な 地 質 構 造 線 や 断 層 構 造 に 沿 っ て 広 く 分 布 す
る 。 含 水 鉱 物 で あ る た め 風 化 作 用 を 受 け や す く 、 も ろ く
て 崩 れ や す い 性 質 が あ る 。 土 木 工 事 の 際 に は 難 工 事 と な
る。

Ｑ.３９０ 【 正 解 】 ４ ． ブ ナ 立 尾 根 ・ 早 月 尾 根 ・ 合 戦 尾 根

Ｑ.３９１ 【 正 解 】 ４ ． 針 ノ 木 雪 渓
【 解 説 】 針 ノ 木 大 雪 渓 （ は り の き だ い せ っ け い ）

針 ノ 木 大 雪 渓 は 、 高 瀬 川 の 支 流 で あ る 篭 川 の 上 流 部 、 富
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山 県 と 長 野 県 に ま た が る 針 ノ 木 岳 と 蓮 華 岳 の 東 面 の 谷 に
あ る 雪 渓 で す 。 針 ノ 木 岳 は 標 高 2821メ ー ト ル 、 ピ ラ ミ ッ
ド 型 の 整 っ た 山 容 が 特 徴 で す 。 蓮 華 岳 は 標 高 2799メ ー ト
ル で 円 錐 型 の ど っ し り と し た 山 容 と な っ て い ま す 。
こ れ ら の 山 の 周 辺 は 加 賀 か ら 信 濃 へ の 最 短 ル ー ト で あ っ
た こ と か ら 戦 国 時 代 に は 軍 事 上 重 要 な 地 域 と な り 、 江 戸
時 代 に は 加 賀 藩 に よ る 調 査 の た め に 民 間 人 は 一 部 ル ー ト
を 除 き 立 入 禁 止 と な り ま し た 。
そ の た め 本 格 的 な 登 山 が は じ ま っ た の は 明 治 時 代 か ら で
す 。
針 ノ 木 岳 の 登 山 道 の う ち 、 針 ノ 木 大 雪 渓 を 通 る ル ー ト は
多 く の 高 山 植 物 が 観 察 で き る の が 特 徴 で す 。
イ ナ ワ シ 、 オ オ バ キ ス ミ レ 、 コ マ ク サ な ど の ほ か 、 当 地
を 代 表 す る 花 と し て 日 本 の 固 有 種 で あ る キ ヌ ガ サ ソ ウ が
有 名 で す。

・白 馬 大 雪 渓 （ し ろ う ま だ い せ っ け い ）
白 馬 大 雪 渓 は 、 気 軽 に ハ イ キ ン グ が 可 能 な 数 少 な い 雪
渓 で あ る こ と か ら 、 雪 渓 の 代 表 格 と し て 観 光 地 に も な
っ て い ま す 。 白 馬 大 雪 渓 の 所 在 地 は 長 野 県 北 安 曇 郡
白 馬 村 で 、 そ れ ぞ れ 長 野 県 と 富 山 県 に ま た が る 白 馬 岳
と 杓 子 岳 の あ い だ の 谷 間 に 積 も っ た 雪 に よ り 形 成 さ れ
た 雪 渓 で す 。
全 長 3 . 5キ ロ メ ー ト ル 、 標 高 差 600メ ー ト ル と い う 日 本
最 大 規 模 を 誇 り 、 白 馬 岳 登 山 の 大 き な 目 玉 と な っ て い
ま す 。
登 山 口 の 猿 倉 か ら 大 雪 渓 の あ い だ は 白 馬 大 雪 渓 遊 歩 道
と な っ て お り 、 大 雪 渓 の ス タ ー ト 地 点 に 置 か れ た 大 雪
渓 ケ ル ン （ 道 標 ） ま で は お よ そ 1時 間 半 で た ど り 着 け る
た め 、 ハ イ キ ン グ を 楽 し む 程 度 の 装 備 で 行 く こ と が で
き ま す 。
し か し な が ら 大 雪 渓 付 近 は 落 石 も あ り 、 ア イ ゼ ン な ど
の 滑 り 止 め が 必 要 な た め 、危 険 が な い と は い え ま せ ん 。
し か し な が ら 、 ル ー ト 上 に は 赤 い 粉 で 道 標 が つ い て い
る こ と も あ り 迷 う 心 配 は な く 、 高 山 植 物 の 観 察 が 容 易
で あ る こ と と 夏 に 涼 し さ を 体 験 で き る こ と か ら 、 多 く
の 人 が 訪 れ ま す 。 た だ し 、 大 雪 渓 は 後 半 か ら 傾 斜 が
き つ く な り 、 そ れ を 過 ぎ る と 本 格 的 な 登 山 コ ー ス と な
る こ と か ら 、 先 に 進 む に は し っ か り と し た 装 備 が 必 要
と な り ま す 。



- 55 -

・ 剱 岳 大 雪 渓 （ つ る ぎ だ け だ い せ っ け い ）
剱 岳 大 雪 渓 は 、 剱 岳 の 南 東 側 に あ る 雪 渓 で す 。
剱 岳 は 北 ア ル プ ス こ と 飛 騨 山 脈 北 部 の 立 山 連 峰 の あ る
山 で 、 富 山 県 の 上 市 町 と 立 山 町 に ま た が っ て い ま す 。
氷 河 に よ り 岩 が 削 ら れ た 険 峻 な 山 容 の と お り 険 し い 山
と し て 知 ら れ 、 一 般 登 山 者 が 登 る 山 の 中 で は 最 も 危 険
度 型 が 高 い と 言 わ れ て い ま す 。
日 本 三 大 岩 場 に も 数 え ら れ 、 ロ ッ ク ク ラ イ ミ ン グ の 名
所 と も な っ て い ま す 。
登 山 の 事 故 が 多 い も の の 、 鎖 場 な ど の 難 所 よ り は 比 較
的 容 易 な ル ー ト で の 滑 落 事 故 が 発 生 し が ち で す 。
ま た 剱 岳 は 日 本 で は 数 少 な い 氷 河 、 三 ノ 窓 氷 河 と 小 窓
氷 河 を 有 す る 山 と し て 知 ら れ て い ま す 。
氷 河 の 条 件 と し て は 流 動 す る 氷 の 存 在 が 必 要 で す が 、
剱 岳 大 雪 渓 は そ の 条 件 を 満 た し て お ら ず 氷 河 で は あ り
ま せ ん 。
か つ て 、 剱 岳 は 立 山 修 験 で ご 神 体 と し て 信 仰 を 集 め て
い ま し た 。
そ の た め 、 古 く か ら 修 験 者 が 登 っ て お り 、 そ れ を 伝 え
る 錫 杖 な ど の 遺 物 が 見 つ か っ て い ま す 。
明 確 な 登 頂 記 録 は 明 治 40年 か ら と な り ま す 。
こ の と き は 険 し い 山 の た め 三 等 三 角 点 の 設 置 が で き ず 、
そ の 設 置 は ヘ リ コ プ タ ー に よ る 資 材 輸 送 が 可 能 と な っ
た 2007年 の こ と に な り ま す 。
登 山 ル ー ト と し て は 、 ど れ も 途 中 の 山 小 屋 で の 宿 泊 が
必 要 な も の と な り 、 本 格 的 な 装 備 と 経 験 が 必 要 な も の
な り ま す 。
特 に 冬 期 は 豪 雪 に よ り 条 件 が 厳 し く な り 、 毎 年 の よ う
に 遭 難 者 が 出 る た め 、 登 山 届 の 提 出 が 義 務 と な っ て い
ま す。

Ｑ.３９２ 【 正 解 】 ３

【 解 説 】 答 え と 解 説 「 山 頂 か ら し ば ら く 稜 線 を 下 っ た 」 地 図 上 で
は ど の ル ー ト も 稜 線 を し ば ら く 進 む の で こ の 情 報 で は ど
の ル ー ト も 該 当 す る 。「 稜 線 上 で は 途 中 コ ル （ 鞍 部 ） を
通 過 し た 」 地 図 上 で は ② の ル ー ト の み 鞍 部 を 通 過 し て い
な い が 等 高 線 に 表 れ な い 小 さ な コ ル が あ る こ と を 考 え る
と ど の ル ー ト も 該 当 す る 。「 稜 線 が 広 く 平 ら に な っ た コ
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ル 状 の 場 所 に あ る 分 岐 」 稜 線 を 離 れ る 分 岐 の 地 形 が こ の
記 述 に 該 当 す る の は ① と ③ 。 た だ し ② の 分 岐 が 地 図 に 現
れ な い コ ル 上 で あ る 可 能 性 は 否 定 で き ず 完 全 に は 除 外 で
き な い 。「 分 岐 を 左 手 に 進 み 」 進 行 方 向 を 前 に 見 た と き 、
② 、 ④ で は 右 手 に 進 む こ と に な る の で こ こ で 完 全 に ② と
④ が 除 外 で き る 。「 谷 の 中 を 下 り 登 山 口 に 戻 っ て き た 」
① は 尾 根 線 を 下 る の で 除 外 で き 、 ③ は 記 述 通 り 谷 を 下 る
の で 正 解 と 判 断 で き る 。 な お こ の 文 章 で は 方 位 に 関 す る
記 述 を あ え て 記 述 し な か っ た が 、 実 際 の 山 行 で は コ ン パ
ス な ど を 使 っ て 進 ん で い る 方 向 を 確 認 し な が ら 下 山 す る
こ と を 心 掛 け て も ら い た い 。(山 検 定 Webの 例 題 か ら 拝 借
し ま し た )

※山々雑学講座についてはひとまず今回一旦終了とさせてもらいます。
また、次の機会があったらと思いますが、体も脳みそも高齢化して問題
を考えるのが困難になってきいますので、どうなりますか？？
どうせ期待してないでしょ！！
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順 氏 名 担 当 L 順 氏 名 担当L
１ 涌 井 良 明 １６７ 9 伊 藤 久 雄 ３０
２ 若 村 勝 昭 １２２ 10 若 村 貴 世 子 ２８
３ 一 柳 昭 １１８ 11 石 原 勝 正 ２４
４ 瀧 澤 き よ の ８０ 12 遠 井 謙 策 １７
５ 渋 谷 京 子 ６３ 13 事業部･運営委員･L会 １７
６ 白 石 恵 美 子 ５７ 14 渋 谷 賢 寿 １６
７ 中 村 友 子 ４３ 15 宮 崎 敏 男 １６
８ 峯 川 弘 子 ４３ 16 阿 部 み ゆ き ５
（会報編集時点の在籍会員のみ） 現行常任リーダー

５２期 担 当 役 員

会 長 ･ 会 報 ･ 広 報 涌 井 良 明

総 務 ・ 会 計 一 柳 昭

山行統括･山行ﾘｰﾀﾞｰ 涌 井 良 明
山 行 リ ー ダ ー 一 柳 昭

〃 渋 谷 賢 寿
〃 渋 谷 京 子

〃 伊 藤 久 雄

〃 瀧 澤 き よ の

〃 峯 川 弘 子
〃 宮 崎 敏 男
〃 阿 部 み ゆ き

役員(新会員担当) 阿 部 一 郎

担当リーダー実績 （～202３年6月30日現在）

あ･と･が･き…か？
◆ 今 号 も 先 号 に 続 い て 発 行 が 遅 れ て し ま い ま し た 。 毎 回 皆 さ ん か ら の
計 画 案 も 遅 れ 気 味 も あ り ま す が ･ ･ ･ ま あ 、 ご 容 赦 く だ さ い 。 ◆ ５ 月 ８
日 か ら は コ ロ ナ 症 も 風 邪 扱 い に な る と か で す が 、 今 年 の 夏 の 山 小 屋 の 対
応 は 大 丈 夫 な の で し ょ う か ？ 高 齢 山 ヤ が 多 い 当 会 は 少 し 心 配 で も あ り ま
す ◆ リ ー ダ ー 各 位 に は 出 来 る だ け 会 報 に 載 せ ら れ る よ う に 計 画 を と お 願
い し た の で す が 、 お 陰 様 で 期 日 に よ っ て は 計 画 が 重 複 も し て い ま す が 、
皆 さ ん に は 選 択 肢 が 増 え て 良 い こ と な の か も 知 れ ま せ ん 、 ト ッ プ シ ー ズ
ン に 向 け て 自 分 な り の ス ケ ジ ュ ー ル を ご 検 討 く だ さ い 。 ◆ 今 年 も 夏 場 に
向 け て の コ ロ ナ の 流 行 が 爆 発 し な い で 多 く の 登 山 者 が 夏 山 を 思 い 切 り 楽
し め る よ う こ と を 期 待 し た も の で す 。

(2023年 3月 会 報 担 当 涌 井 ）
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